
巌
嵩
父
子
と
そ
の
周
港

|
|
|
王
世
貞
、

『
金
瓶
梅
』
そ
の
他
|
|

大

木

康

は

じ

め

に

一
巌
氏
籍
波
の
宋
版
書
籍
|
|
夜
端
と
し
て

二
王
世
貞
筆
下
の
巌
氏
父
子

三
巌
氏
父
子
と
玉
世
貞

四
巌
嵩
批
到
の
文
摩
作
品

五

『
金
瓶
梅
』
と
『
天
水
氷
山
録
』

結

び

- 41-

は

じ

め

明
代
嘉
靖
年
聞
の
後
半
二
十
年
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
時
の
宰
相
で
あ
る
内
閣
大
事
士
の
任
に
あ
り
、
息

(
1
)
 

子
の
巌
世
蕃
と
と
も
に
朝
政
を
専
断
し
、
紹
大
な
権
力
を
ふ
る
っ
た
人
物
で
あ
る
包
だ
が
最
後
に
巌
世
蕃
は
刑
死
し
、
巌
嵩
も
官
職
を
解
か

れ
、
家
産
を
浪
放
さ
れ
て
郷
里
に
窮
死
し
て
い
る
。
巌
嵩
の
俸
は
『
明
史
』
に
あ
っ
て
も
「
好
臣
俸
〕
中
に
牧
め
ら
れ
、
「
好
臣
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け
文
事
作
品
の
な
か
に
登
場
す
る
巌
嵩
父
子
は
き
ま
っ
て
悪
玉
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
巌
嵩
が

き
び
し
く
世
を
去

っ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

巌
嵩
(
一
四
八
0
1
一
五
六
七
)
は
、

697 

失
脚
し
、

内
閣
大
事
士
首
輔
の
地
位
に
あ
司
た
嘉
靖
三
十
八
年
(
一
五
五
九
)
ご
ろ
刊
行
さ
れ
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た
巌
嵩
の
詩
文
集

『
鈴
山
堂
集
』
を
開
く
と、

そ
の
巻
首
が
や
田
時
の
政
界
、
文
化
界
に
お
け
る
崎
町
々
た
る
人
々
の
序
文
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
て
い

る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
閣
文
庫
蔵
嘉
靖
三
十
八
年
序
刊
本
に
は
、

張
治
(
嘉
靖
二
十
四
、

王
廷
相
(
嘉
靖
十

一
五
三
三
)
、
雀
銑
(
嘉
靖
十
八
、

一
五
四
五
)
、

五

一
)
、
唐
飽
(
嘉
靖
十
、

一
五
三

一
〉
、
劉
節
(嘉
靖
十

一
五
三
二
)
、
寅
館
(
嘉
靖
十二、

一
五
三
九
)
、
孫
偉
(
正

徳
十
、

一
五
一
五
)
、

王
維
禎
(
嘉
靖
二
十
五
、

一
五
四
六
〉
、

楊
慣
(
嘉
靖
二
十
五、

一
五
四
六
)
、

超
貞
吉
(
嘉
靖
三
十
八、

一
五
五
九
〉
ら
の
序
が
冠

せ
ら
れ
て
い
る
(
括
弧
内
は
序
に
記
さ
れ
た
年
)
。
緩
い
て
巌
嵩
の
宵
像
が
あ
り
、
こ
こ
に
ま
た
嘗
時
の
名
土
た
ち
が
寄
せ
た
像
賛
が
並
ぶ
。
清
嘉

慶
十
一
年
(
一
八
O
六
)
重
刊
本
で
は
さ
ら
に

巌
嵩
自
身
の
自
序
(
嘉
靖
三
十
七
、

一
五
五
八
)
、

湛
若
水
(
嘉
靖
三
十
、

一
五
五
一
〉

唐
順
之

(
嘉
靖
三
十
八、

一
五
五
九
)
の
序
文
も
附
せ
ら
れ
て
い
る
。

中
に
は
内
閣
大
事
土
に
な
る
以
前
の
も
の
も
含
ま
れ
る
が

わ
れ
わ
れ
が
明
代
の

思
想
史
、
文
翠
史
な
ど
で
し
ば
し
ば
そ
の
名
を
自
に
す
る
よ
う
な
人
々
が
巌
嵩
に
序
文
や
像
賛
を
寄
せ
、
巌
嵩
の
政
治
、
文
四
月
子
の
能
力
を
ほ
め

ち
ぎ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
楊
慢
の
序
は
、

た
く
み

昔
の
人
は
「
詩
は
必
ず
窮
し
て
而
る
後
に
工
な
り
」
と
い
い
、

に
工
な
り
」
と
い

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
設
は
ま

っ
た
く
の
で
た
ら
め
で
あ
る
。

古
代
に
つ
い
て
論
ず
れ
ば
、
皐
陶
喜
起
の
歌
(『街
書
』
盆

- 42ー

ま
た

「
詩
は
能
く
人
を
窮
せ
し
む
る
に
非
ず
、
窮
す
る
を
待
ち
て
而
る
後

稜
に
見
え
る
〉
、

八
伯
慶
雲
の
詠
(
『
向
書
大
俸
』
に
見
え
る
〉

周
公
七
月
の
風
(
『
詩
経
』
劇
風
〉
、

召
公
巻
阿
の
調
(
『
詩
経
』
大
雅
・
生
民
之

什
〉
は
皆
朝
廷
に
身
を
置
い
て
鼎
輔
(
大
臣
の
仕
事
)
に
あ
た
っ
た
も
の
の
歌
で
あ
る
。

で
書
き
起
こ
さ
れ
る
。

最
初
に
見
え
る
の
は
欧
陽
修
の

「梅
聖
食
詩
集
序
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
(
正
確
に
は

「蓋
し
愈
い
よ
窮
す
れ
ば
愈
い
よ

工
な
り
。
然
ら
ば
則
は
ち
詩
の
能
く
人
を
窮
せ
し
む
る
に
非
ず
。
殆
ん
ど
窮
す
る
者
に
し
て
而
る
後
に
工
な
る
な
り
」
〉
、
司
馬
濯
の
「
護
憤
著
書
」
、
韓
愈
の

不
遇
の
朕
態
が
あ
っ
て
そ
れ
が
文
皐
作
品
創
造
の
原
動
力
に
な
る
と
い
う
考
え
方
に
員
っ
向
か
ら
反
封
し
、

(

2

)

 

古
代
の
皐
陶
以
下
、
政
治
の
中
植
に
身
を
お
き
な
が
ら
、
す
ぐ
れ
た
詩
文
を
作

っ
た
人
々
の
例
を
数
え
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
不
卒
の
鳴
」
な
ど
の
よ
う
な
、

わ
た
く
し
は
元
老
介
渓
先
生
巌
公
の
鈴
山
室
詩
を
俸
讃
し
て
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

た
。
科
奉
の
試
験
に
高
位
で
合
格
し
、
翰
林
事
土
と
な
り
、
金
華
殿
で
翠
聞
を
講
じ
、
白
虎
殿
で
論
議
を
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に

公
は
翰
林
か
ら
身
を
起
こ
し

世
に
名
を
は
せ



人
々
に
恵
み
の
雨
を
輿
え
る
人
物
と
し
て
蝿
望
さ
れ
、

や
が
て
宮
中
に
出
仕
し
宰
相
の
位
に
座
し
て
、
毎
日
帝
の
お
そ
ば
に
侍
し
て
贋
歌

し
、
重
ね
て
雅
頚
を
興
し
た
。
鍾
を
う
つ
よ
う
な
大
篇
は
、
古
楽
で
あ
る
詔
護
の
曲
を
演
奏
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
情
を
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
た
美
し
さ
は
、
園
風
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。
孟
郊
買
島
の
よ
う
な
宮
本
痩
、
元
旗
白
居
易
の
よ
う
な
軽
俗
は
そ
の
胸
の
う
ち
に
入
ら

な
い
の
で
あ
る
。

と
い
っ
て
、
巌
嵩
が
官
界
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
中
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
詩
文
を
よ
く
す
る
こ
と
を
ほ
め
て
い
る
。
皐
陶
以
下
の
奉
例

(
3〉

は
、
巌
嵩
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
官
職
を
解
か
れ
、
そ
れ
ま
で
の
政
治
へ
の
反
動
が
お
こ
っ
て
く
る
と
、
積
年
の
不
満
が
一
気
に
吹
き
出
し
た
か
の
よ
う
に
、
巌
嵩

へ
の
評
債
は
一
轄
し
て
非
難
一
色
の
方
向
に
な
る
。
『
鈴
山
堂
集
』
に
序
文
を
寄
せ
た
人
々
に
し
て
も
、
倒
え
ば
王
維
禎
の
文
集
に
つ
い
て
、

巌
嵩
が
宰
相
で
あ
っ
た
時
に
刊
行
さ
れ
た
嘉
靖
四
十
年
序
刊
本
と
、
後
の
高
暦
三
十
四
年
序
刊
本
と
を
比
べ
て
見
る
と
、
前
者
の
巻
十
四
に
牧

め
ら
れ
て
い
た
「
興
巌
東
棲
書
」
す
な
わ
ち
巌
世
蕃
へ
の
手
紙
は
後
者
に
は
牧
録
さ
れ
て
お
ら
.
す
、
詩
に
つ
い
て
も
巌
嵩
に
贈
っ
た
詩
が
三
首

ほ
ど
制
ら
れ
て
い
る
。
牧
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
、
前
者
巻
二
十
「
贈
臭
事
土
之
南
都
、
衣
介
翁
元
宰
韻
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
者
で
は

~ 43ー

「
贈
臭
事
土
之
南
都
、
決
内
閣
韻
」
と
な
っ
て
お
り
、
巌
嵩
と
の
閲
わ
り
を
も
み
消
す
方
向
で
手
直
し
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
王
維
禎

自
身
は
早
く
嘉
靖
三
十
四
年
(
一
五
五
五
〉
の
大
地
震
に
際
し
て
不
慮
の
死
を
遂
げ
て
い
る
が
、
巌
嵩
の
失
脚
に
よ
っ
て
そ
の
後
人
が
大
慌
て

を
し
た
様
が
想
像
さ
れ
る
。
世
の
風
向
き
が
獲
わ
っ
た
時
、
こ
う
し
た
作
震
が
行
わ
れ
る
の
は
常
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

巌
嵩
父
子
は
、
文
化
大
革
命
に
お
け
る
所
謂
「
四
人
組
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
文
革
終
結
後
二
十
年
に
な
ろ
う
と
す
る
今
で
も
、
中
園
文

化
界
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
や
は
り
ポ
ス
ト
文
革
の
枠
組
み
が
有
数
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
明
代
末
期
の
文
化
史
を
考
え
る

上
で
、
二
十
年
近
く
も
政
治
の
中
心
に
あ
っ
た
巌
嵩
は
大
き
な
存
在
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
巌
嵩
と
い
う
人
物
を
手
が
か
り
に
し

て
、
明
代
末
期
の
文
化
、
文
壌
に
閲
す
る
問
題
を
眺
め
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

699 
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巌
氏
籍
授
の
宋
版
書
籍
1
1
}
護
端
と
し
て

巌
嵩
、
字
は
惟
中
、
明
の
分
宜
(
江
西
)
の
人
。
蔵
書
は
な
は
だ
豊
富
で
あ
っ
た
。

『
式
古
堂
書
董
孜
』
に

「
『
巌
氏
書
品
加
頁
目
』

:
手

紗
の
宋
、
元
書
籍
二
千
六
百
十
三
本
は
、
宮
中
に
涯
牧
さ
れ
た
。
経
史
子
集
等
の
い
ろ
い
ろ
な
書
物
、
計
五
千
八
百
五
十
二
部
套
は
、
各

儒
撃
(
息
十
校
〉
に
配
給
し
て
牧
蔵
さ
せ
た
。

這
併
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
経
訣
、

計
九
百
一
十
四
部
套
は
、
各
寺
観
に
配
給
し
て
讃
経
に
供

さ
せ
た
」
と
あ
る
。
王
世
貞
の
『
朝
野
異
聞
録
』
に
は

「
巌
嵩
の
家
か
ら
宋
版
書
籍
六
千
八
百
五
十
三
部
を
渡
牧
し
た
」
と
も
い
う
。

こ
の
『
中
園
蔵
書
家
考
略
』

(
楊
立
誠
・
金
歩
溺
編

六
千
八
百
五
十
三
部
」
の
数
字
に
、

で
あ
る
。

一
九
二
九
年
)
の
巌
嵩
の
僚
を
見
て
驚
い
た
。
王
世
貞
『
朝
野
異
聞
録
』
の
「
宋
版
書
籍

「
部
」
と
あ
る
以
上
、
書
物
の
加
数
で
は
な
く
貼
数
で
あ
ろ
う
。

「
四
庫
全
書
」
に
著
録
さ
れ

た
書
物
が
し
め
て
三
千
四
百
五
十
人
種
、
阿
部
隆
一

(
4
)
 

百
種
で
あ
っ
て
、
こ
の
『
朝
野
異
聞
録
』
な
る
書
物
に
見
え
る
数
字
は
、
ず
ば
抜
け
て
多
い
数
字
な
の
で
あ
る
。

筆
者
は
か
ね
て
よ
り
、
明
末
の
書
籍
出
版
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
。
中
園
出
版
史
の
記
述
で
は
、
宋
代
の
出
版
に
重
黙
が
置
か
れ
る
こ
と
が

(
5〉

多
か
っ
た
の
だ
が
、
明
末
に
は
そ
の
量
と
普
及
の
度
合
い
に
お
い
て
大
き
な
艶
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
き
た
。
と
す
る
と
、

宋
代
に
こ
れ
だ
け
の
刊
行
物
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
の
「
宋
版
書
籍
六
千
八
百
五
十
三
部
」
と
い
う
歎
は
立
論
の
根
底
を
く
ず
さ
れ
か
ね
な
い
ほ

「
宋
元
版
所
在
目
録
」

(
遺
稿
集
巻
一
〉
に
載
録
さ
れ
て
い
る
宋
元
版
の
黙
数
が
約
二
千

- 44ー

ど
の
膨
大
な
数
字
だ
司
た
の
で
あ
る
。

巌
嵩
の
籍
設
さ
れ
た
書
物
に
つ
い
て

『
中
園
蔵
書
家
考
略
』
で
は
『
式
古
堂
書
重
放
』
か
ら
『
巌
氏
書
品
加
頁
目
」
を
引
用
し
て
い
た
。

『
厳
氏
書
品
加
頁
目
』
と
は
、
明
の
在
岡
玉
『
珊
瑚
網
書
湿
』
巻
二
十
二
の
「
分
宜
巌
氏
書
口
問
」
の
記
事
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
の
「
宋

元
書
籍
二
千
六
百
十
三
本
」
と
い
う
数
を
裏
附
け
る
資
料
が
存
在
す
る
。
巌
氏
籍
涯
の
時
に
官
府
が
作
成
し
た
物
品
リ
ス
ト
に
よ
る
『
天
水
氷

山
録
』
な
る
書
物
で
あ
る
。
布
地
正
六
年
(
一
七
二
八
)
の
巌
言
(
緩
嵩
の
五
世
の
孫
〉
の
序
に
よ
れ
ば
、

友
人
の
周
石
林
が
籍
渡
加
一
編
を
入
手

し
た
。
刊
本
で
は
あ
っ
た
が
残
歓
が
は
な
は
だ
し
く
順
序
も
く
る
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
一
つ
の
書
物
と
し
、

『
天
水
氷
山
録
』
と
い
う



書
名
を
冠
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
書
物
は
『
知
不
足
粛
叢
書
』
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
金
製
品
、
銀
製
品
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
官
府
に
渡
牧
さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
物
品
の
名
前
が
列
皐
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
な
か
に

「寅
録
な
ら
び
に
経
史
子
集
等
書
」
の
一
項
が
あ
っ
て
、

る
。
そ
れ
に
は
、

累
朝
貫
録
入
部

潜
虚
街
義

一
部

誠
策
易
停
一
部

春
秋
或
間
一
部

公
穀
注
疏
一
部

内
停
園
語
一
部

爾
雅
一
部

理
記
一
部

瞳
記
纂
言
一
部

瞳
書
二
部

な
ど
の
よ
う
に
、

「
書
籍
八
十
八
部
計
二
千
六
百
一
十
三
本
」
と
す
る
書
物
の
リ
ス
ト
が
あ

五
百
七
本

手
抄

四
本

~ 

木

板

本

宋宋
板坂

五
本

j¥ 
本

宋
板

宋
板

に

υ
A
争

本

こ
本

宋宋
板板

十
本

十
二
本

フロ
板

四
十
本

フじ
板

そ
の
巻
数
加
数
と
と
も
に
版
刻
に
つ
い
て
の
記
載
も
あ
る
。

こ
こ
に
並
ん
で
い
る
も
の
の
中
に
は
「
手
抄
」

「
園
初
板
」

「
新
板
」

な
ど
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
宋
元
の
版
本
で
あ
る
。
『
珊
瑚
網
書
愚
』
の
「
分
宜
巌
氏
書
口
問
」
に
い
う
宋
元
版
以
外
の

四
部
の
書
、
お
よ
び
道
併
の
書
に
つ
い
て
は
記
録
が
蔑
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
宋
元
版
八
十
八
種
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
個
人
の
蔵
書
と

(

6

)

 

し
て
ま
ず
は
安
嘗
な
数
字
で
あ
る
。

賓
際
の
と
こ
ろ
が
宋
元
版
八
十
人
種
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
王
世
貞
『
朝
野
異
聞
録
』
の
数
字
の
怪
し
さ
が
際
立
っ
て
見
え
る
。
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王
世
貞
『
朝
野
異
聞
録
』
な
る
書
物
は
い
か
な
る
書
物
な
の
だ
ろ
う
か
。

王
世
貞
の
『
会
山
堂
別
集
』
に
寄
せ
た
陳
文
燭
の
序
(
寓
暦
十
八
年
、

(
王
世
貞
の
著
作
に
は
:
:
・筆
者
〉
ほ
か
に
も
『
会
園
識
小
録
』

一
五
九
O
)
に
は

『
三
朝
首
輔
録
』

『
組
不
倒
録
』

『
権
幸
録
』

『
朝
野
異
聞
』
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
枕
中
の
秘
で
あ
っ
て
、

い
ま
な
お
人
に
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

と
あ

って、

王
世
貞
に
『
朝
野
異
聞
』
な
る
著
書
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
し
、
在
闇
「
明
清
輝
林
輯
停
」
(
『
園
書
館
皐
季
刊
』

第
七
各
第
一
期

一
九
二
二
二
〉
の
巌
嵩
の
僚
に
は

巌
嵩
、
字
は
惟
中
、
分
宜
の
人
。
宏
治
の
進
士
。
臓
室
田
は
な
は
だ
豊
富
で
あ
っ
た
。
そ
の
家
産
を
渡
牧
し
た
と
き
、
宋
版
書
籍
六
千
八
百

五
十
三
部
が
あ
っ
た
。

(
王
世
貞
『
朝
野
異
聞
録
』
〉

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
在
聞
も
『
朝
野
異
聞
録
』
を
見
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
だ
が
、

か
ら
な
い
の
で
あ
る
(
さ
っ
そ
く
で
恐
縮
で
す
が
、
ご
示
教
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
)
。
ま
た
、

い
く
ら
さ
が
し
て
も
こ
の
書
物
が
み
つ
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現
在
残
っ
て
い
る
王
世
貞
の
他
の
著
作
を
繰
っ
て

み
て
も
、
こ
の
厳
氏
籍
授
の
「
宋
版
書
籍
六
千
八
百
五
十
三
部
」
に
つ
い
て
の
記
載
は
出
て
こ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

巌
密
な
資
料
批
剣
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
『
朝
野
異
聞
録
』
に
み
え
る
数
字
あ
る
い
は
記
述
は
信
湿
性
が
乏
し
く
、
信
頼
す
べ
か
ら
ざ

る
査
料
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
備
り
は
僑
り
な
り
に
そ
こ
に
筆
者
の
意
園
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に
讃
み
と
ら
れ
う
る
の
は
、
と
り
も
直
さ
ず
作
者
の
巌
嵩
に
劃
す
る
悪
意
で
あ
る
。
王
世
貞
の
撰
に
な
る
と

さ
れ
る
こ
の
資
料
が
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、
巌
嵩
と
い
う
や
つ
は
宋
元
版
の
書
物
を
六
千
八
百
五
十
三
部
も
も
っ
て
い
た
(
か
き
あ
つ
め
た
〉
悪

い
や
つ
だ
ぞ
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。

巌
嵩
の
悪
者
イ
メ
ー
ジ
の
震
源
地
と
も
い
え
る
の
が
、
こ
の
『
朝
野
異
聞
録
』
の
著
者
と
さ
れ
て
い
る
王
世
貞
で
あ
る
。
女
に
王
世
貞
の
描

い
た
巌
嵩
像
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。



王
世
貞
筆
下
の
巌
氏
支
子

ほ
ん
と
う
に
王
世
貞
の
書
い
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
賓
際
王
世
貞
が
筆
を
執
っ
て
書
い
た

文
章
を
見
て
も
、
そ
の
巌
嵩
に
劃
す
る
巌
し
さ
は
際
だ
っ
た
も
の
が
あ
る
。
巌
嵩
の
最
期
に
闘
す
る
記
述
に
し
て
も
、
者
ノ
守
衡
『
皇
明
史
嬬
』

に
は
「
嵩
は
野
寺
に
寄
食
し
て
死
ん
だ
」
と
あ
り
、

『
朝
野
異
聞
録
』
が
、

路
は
、

谷
麿
泰
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
五
十
四
「
巌
嵩
用
事
」
に
は

王
世
貞
『
嘉
靖
以
来
内
閣
首
輔
俸
』
巻
四
巌
嵩
に
描
か
れ
た
巌
嵩
の
末

「
嵩
が
死
ん
だ
時
、
墓
地
の
小
屋
に
寄
食
し
、
か
ん
お
け
を
準
備
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
弔
う
も
の
も
な
か
っ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
今
と
な
っ
て
は
い
ず
れ
が
事
貫
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
よ
し
も
な
い
の
だ
が
、
い
く
種
類
か
の
表
現
が
あ
る
な
か
で
、
王
世
貞
に
よ

る
そ
れ
が
も
っ
と
も
冷
酷
で
巌
し
い
描
き
方
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
死
ぬ
時
に
か
ん
お
け
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
中
園
人
に
と
っ

「
む
か
し
の
な
じ
み
の
と
こ
ろ
に
寄
食
し
て
死
ん
だ
」
と
あ
る
の
が
、

巻
九
十
二
「
楊
繕
盛
停
」

ま
た
、

王
世
貞
『
組
不
組
録
』

ハ
『
賓
顔
堂
秘
笈
』
績
集
)
で
は
、
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て
と
て
も
み
じ
め
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

分
宜
(
厳
嵩
〉
が
園
政
を
左
右
し
て
い
た
と
き
、

息
子
の
世
蕃
は
そ
れ
を
笠
に
着
て
や
り
た
い
放
題
の
こ
と
を
し
、

天
下
の
金
銀
財
賓
、

か
き
あ
つ
め
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
の
最
後
の
段
階
に
な
っ
て
は
じ
め
て
法
書
名
重
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
思
う
に
こ
の
と
き
に
な

っ
て
よ
う
や
く
俗
っ
ぽ
さ
を
避
け
、
あ
わ
せ
て
奪
修
を
競
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
欲
し
い
も
の
を
手
に
い
れ
る
た
め
に
は
、
し

ば
し
ば
総
督
撫
按
(
巡
撫
按
察
使
〉
の
勢
い
に
よ
っ
て
脅
迫
し
、

た
め
に
身
代
を
つ
ぶ
し
命
を
う
し
な
う
も
の
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の

値
段
は
と
み
に
は
ね
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
先
に
鰯
れ
た
『
天
水
氷
山
録
』
に
は
、
書
籍
と
と
も
に
書
霊
に
つ
い
て
も
膨
大
な
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
こ
の

よ
う
に
非
理
無
法
な
手
だ
て
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
告
護
し
、
巌
氏
父
子
、
と
く
に
息
子
の
世
蕃
へ
の
憤
り
を
記
し
て

い
る
。
ま
た
同
じ
く
『
組
不
姐
録
』
に
、
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分
宜
が
園
政
を
左
右
し
て
い
た
時
、

お
金
は
も
っ
ぱ
ら
家
人
の
永
年
か
ら
世
蕃
に
渡
し
て
い
た
。
そ
し
て
鶴
披
と
署
名
し
て
い
た
が
、
鶴

放
を
ほ
め
上
げ
ぬ
も
の
は
な
か
っ
た
。
朱
と
い
う
あ
る
御
史
な
ど
は
三
度
も
義
兄
弟
と
稽
し
、
そ
の
他
の
九
卿
給
事
御
史
は
刺
を
投
じ
て

も
十
回
に

一
二
回
し
か
目
通
り
で
き
な
か
っ
た
。
:
:
:
後
に
事
敗
れ
て
一
は
絞
首
刑
に
な
り
一
は
斬
刑
に
慮
せ
ら
れ
、
人
々
は
心
に
快
哉

を
叫
ん
だ
が
、

土
大
夫
の
瞳
は
も
は
や
膿
潤
し
て
牧
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
司
た
の
で
あ
る
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
巌
嵩
の
家
僕
で
あ
っ
た
巌
永
年
(
巌
年
と
も
い
う
〉
が
主
人
の
威
勢
を
笠
に
着
て
、

し
た
い
放
題
の
こ
と
を
や
っ
て
い
た

こ
と
、
そ
し
て
官
僚
た
ち
ま
で
も
が
彼
に
こ
び
へ
つ
ら
い
、
た
め
に
世
の
中
全
瞳
が
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

も
巌
氏

一
黛
に
射
す
る
巌
し
い
評
債
で
あ
る
。

王
世
貞
の
巌
嵩
評
債
が
い
さ
さ
か
巌
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
嘗
時
の
人
々
も
感
じ
て
い
た
と
み
え
、
沈
徳
符
『
首
問
暦
野

獲
編
』
巻
入

「巌
相
虚
主
会
州
」
の
僚
で
は
、
巌
と
王
と
の
乳
離
の
様
子
に
つ
い
て
記
し
た
後
で
、

巌
(
嵩
)
、

徐
(
階
)
の
品
行
の
ち
が
い
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
会
州
は
ど
の
記
述
に
於
て
も
雨
公
の
ょ
い
と
こ
ろ
わ

る
い
と
こ
ろ
を
極
端
な
ま
で
に
描
き
出
し
て
い
る
。
恩
と
怨
と
が
は
っ
き
り
し
す
ぎ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
二
公
が
自
ら
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と
た
ず
ね
た
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
公
は
、

:
:
:
華
亭
(
徐
階
)
が
必
死
に
会
州
を
救
お
う
と
し
た
と
き
、

「
こ
の
お
人
は
将
来
必
ず
や
史
書
の
筆
を
お
と
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

公
に
ど
う
し
て
そ
の
必
要
が
あ
る
の
で
す
か

招
い
た
こ
と
で
も
あ
円
た
。

毛
錐
(
筆
)
で

人
を
殺
す
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

一
た
び
寄
食
さ
せ
た
く
ら
い
で
は
才
あ
る
士
を
濁
り
占
め
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
た
し
は
そ
れ
で

こ
の
人
を
手
な
づ
け
引
き
込
も
う
と
す
る
の
だ
よ
と
い
っ
た
。
人
み
な
そ
の
よ
く
人
を
知
る
こ
と
に
感
服
し
た
。

と
い
司
た
い
い
か
た
も
見
ら
れ
る
。
巌
嵩
に
は
も
と
よ
り
事
貫
悪
人
と
し
て
の
側
面
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

司
た
王
世
貞
と
仲
が
悪
か
っ
た
こ
と
が
わ
ざ
わ
い
し
た
と
い
う
い
い
か
た
で
あ
る
。

よ
り
に
よ
っ
て
後
に
史
書
の
筆
を
と

つ
ま
り
今
日
に
ま
で
い
た
る
悪
人
巌
嵩
の
イ
メ
ー
ジ
の
大

本
に
は
王
世
貞
の
怨
恨
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
質
際
の
厳
嵩
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
論
ず
る
前
に
、

ま
ず
は
現
在
残
る
資

料
に
は
こ
う
い
ア
た
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。



巌
氏
父
子
と
王
世
貞

主
世
貞
の
巌
嵩
に
劃
す
る
怨
恨
と
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
明
史
』
巻
二
八
七

王
世
貞
停
で
は
、

〈
王
世
貞
が
刑
部
の
官
で
あ
っ
た
時
)
閣
と
い
う
姓
の
悪
者
が
法
を
犯
し
、
錦
衣
都
督
陸
畑
の
家
に
匿
わ
れ
た
が
、
世
貞
は
捜
し
出
し
て

ひ
っ
と
ら
え
た
。
陸
隔
は
巌
嵩
を
介
し
て
許
し
を
請
う
た
が
、
世
貞
は
許
さ
な
か
司
た
。
楊
縫
盛
が
捕
ら
え
ら
れ
た
と
き
、
王
世
貞
は
し

ば
し
ば
湯
葉
を
と
ど
け
、
そ
の
妻
が
夫
の
寛
罪
を
訴
え
出
た
と
き
に
は
、
代
わ
り
に
訴
肢
を
書
い
て
や
っ
た
。
纏
盛
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

は、

一棺
に
お
さ
め
て
や
っ
た
。
嵩
は
大
い
に
根
に
持
っ
た
。
吏
部
で
二
度
も
世
貞
を
提
撃
御
史
に
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
で
た
が
、
み
な

却
下
し
て
し
ま
い
、
車
内
州
兵
備
副
使
と
し
た
。
世
貞
の
父
の
王
停
が
襟
河
で
失
策
を
す
る
と
、
巌
嵩
は
事
を
構
え
て
死
罪
に
し
よ
う
と
獄

に
つ
な
い
だ
。
世
貞
は
官
を
辞
し
て
急
ぎ
巌
嵩
の
も
ど
に
赴
き
、
弟
の
世
態
と
と
も
に
毎
日
嵩
の
門
前
に
は
い
つ
く
ば
っ
て
、
泣
き
な
が

ら
寛
大
な
虚
置
を
求
め
た
。
嵩
は
陰
で
停
の
獄
を
と
り
し
き
り
な
が
ら
、
時
に
い
つ
わ
り
の
こ
と
ば
を
か
け
て
な
だ
め
た
。
二
人
は
ま
た

囚
人
の
服
を
着
て
道
ば
た
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
貴
人
の
輿
を
さ
え
ぎ
っ
て
は
、
額
を
地
に
打
ち
つ
け
て
救
い
を
乞
う
た
。
貴
人
た
ち
は
巌
嵩

を
お
そ
れ
で
あ
え
て
何
も
い
わ
ず
、
停
は
と
う
と
う
西
市
で
刑
死
し
て
し
ま
っ
た
。
兄
弟
は
ほ
と
ん
ど
集
結
せ
ん
ば
か
り
に
京
践
し
、
棺

を
持
っ
て
郷
里
に
開
り
、
競
食
す
る
こ
と
三
年
、
渡
所
に
も
入
ら
な
か
っ
た
。
喪
が
あ
け
て
か
ら
も
、
な
お
冠
帯
を
し
り
ぞ
け
、
組
末
な

わ
ら
じ
と
頭
巾
を
つ
け
、
宴
舎
に
は
赴
か
な
か
っ
た
。
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父
を
む
ざ
む
ざ
殺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
巌
嵩
に
劃
す
る
怨
み
、

も
、
巌
氏
が
王
仔
を
助
け
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
世
貞
の
側
に
も
そ
れ
な
り
の
原
因
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

王
停
俸
に
、

こ
れ
は
筒
皐
に
晴
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
怨
み
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と

『
明
史
』
巻
二

O
四

マ05

停
は
も
と
も
と
頭
の
回
轄
の
速
い
人
で
あ
っ
た
。
彼
が
に
わ
か
に
都
御
史
を
奔
し
、
し
ば
し
ば
督
撫
に
な
っ
た
の
は
、
み
な
帝
の
特
別
な

抜
て
き
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
建
言
に
は
従
わ
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
総
督
に
な
っ
て

L
ば
し
ば
敗
戦
の
報
告
を
す
る
よ
う
に
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な
り
、
そ
れ
で
し
だ
い
に
績
を
失
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

て
か
ら
と
い
う
も
の
、

ま
す
ま
す
お
怒
り
に
な
り
、

(
停
が
)
丘
ハ
を
司
る
こ
と
に
練
達
し
て
い
な
い
と
告
げ
る
も
の
が
あ
っ

「
停
が
怠
慢
な
の
は
、

私
に
そ
む
く
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
わ
れ
た
。

巌
嵩
は
は
な

は
だ
停
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
停
の
子
の
世
貞
が
た
び
た
び
口
語
に
よ
っ
て
嵩
の
子
の
世
蕃
の
不
興
を
買
っ
て
い
た
。
巌
氏
の

客
が
ま
た
し
ば
し
ば
世
貞
の
家
の
些
事
を
も
と
に
、
巌
嵩
父
子
に
事
を
か
ま
え
き
せ
よ
う
と
し
た
。
楊
縫
盛
が
死
ん
だ
時
、
世
貞
は
そ
の

葬
儀
を
つ
か
さ
ど
り
、
嵩
父
子
は
大
い
に
恨
み
を
い
だ
い
た
。
機
河
の
獲
が
天
聴
に
達
し
、

つ
い
に
そ
の
企
み
を
寅
行
し
た
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
た
し
か
に
巌
嵩
ら
の
陰
険
さ
は
あ
る
も
の
の
、

っ
て
い
た
こ
と
、

王
世
貞
が
「
口
語
に
よ
っ
て
嵩
の
子
の
世
蕃
の
不
興

つ
ま
り
こ
と
あ
る
ご
と
に
巌
嵩
ら
を
こ
き
お
ろ
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
原
因
の
一
つ
に
は
、

を国貝」

口
は
わ
ざ
わ
い
の
も
と

な
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
女
に
見
え
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

関
口
世
人
『
李
卓
吾
先
生
批
勲
四
書
笑
』
と
い
う
書
物
が
あ
る
(
内
閣
文
庫
に
林
羅
山
蓄
蔵
の
抄
本
が
議
さ
れ
る
〉
。
そ
の
「
十
目
所
説
、
十
手
所

世
廓
(
嘉
靖
-
帝
)
の
時
、

巌
分
宜
が
権
力
を
に
ぎ
っ
て
い
た
。

そ
の
と
き
宮
中
に
も
の
の
け
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、

そ
の
姿
は
多
目
多
手
で
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指

(
『
大
皐
』
〉
の
一
節
。

あ
っ
た
。
帯
が
そ
れ
を
臣
下
た
ち
に
お
た
ず
ね
に
な
っ
た
が
、

だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
。
時
に
王
元
美
が
(
刑
部
の
〉
郎
官
で
あ
っ
た
。

人
に
む
か
つ
て
か
ら
か
う
よ
う
に
い
っ
た
。

「
み
ん
な
本
を
讃
ん
で
い
な
い
ね
。
こ
ん
な
に
明
ら
か
で
わ
か
り
や
す
い
こ
と
が
ど
う
し
て

わ
か
ら
な
い
の
か
な
。
」
人
は
そ
こ
で
何
か
と
た
ず
ね
る
と
、
元
美
は
「
『
大
撃
』
に
十
目
の
覗
る
所
、
十
手
の
指
す
所
と
い
う
の
は
、

ど

う
い
う
こ
と
を
い
っ

て
い
る
の
か
ね
。
」
と
い
っ
た
。
巌
は
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
聞
く
と
、
深
く
憎
ん
だ
。

曾
議
が
あ
っ
た
時
、
分
宜
(
巌
嵩
〉
の
息
子
の
世
蕃
が
遅
れ
て
や
っ
て
き
た
。
そ
の
場
の
客
が
「
ど
う
し
て
遅
く
な
っ
た
の
で
す
か
。
」
と

た
ず
ね
る
と
、

世
蕃
は
「
ち
ょ
司
と
風
邪
(
傷
風
)
気
味
で
し
て
。
」
と
答
え
た
。

王
元
美
は
芝
居
の
『
琵
琶
記
』
の
中
の
文
句
を
唱
つ

い
っ
た
。 「

ち
ち
が
宰
相
の
地
位
に
あ

っ
て
、
ど
う
し
て
傷
風
〈
風
邪
の
意
と
風
俗
を
傷
つ
け
る
の
意
を
か
け
る
〉
な
ど
と
い
い
ま
し
ょ
う
や
。
」
と

お
も
う
に
ふ
ざ
け
て
き
ら
わ
れ
た
こ
と
は
、

一
度
や
二
度
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

て、



題
目
に
な
っ
て
い
る
前
半
の
方
は
、

『
大
事
』
本
文
の
「
十
目
の
覗
る
所
、
十
手
の
指
す
所
、

で
も
が
知
っ
て
い
る
『
大
拳
』
の
文
章
を
用
い
て
、
宮
中
に
あ
ら
わ
れ
た
多
目
多
手
の
も
の
の
け
は
「
そ
れ
巌
〈
嵩
)
な
る
か
」
と
い
っ
て
い

其
れ
巌
な
る
か
。
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

だ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

後
半
の
方
で
は
、
戯
曲
『
琵
琶
記
』
の
第
三
十
一
酌
「
幾
言
諌
父
」
の
中
の
言
葉
「
父
上
は
宰
相
の
地
位
に
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
風
俗
を
傷

つ
け
る
よ
う
な
非
理
の
こ
と
ば
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
『
琵
琶
記
』
の
主
人
公
察
畠
が
都
に
出
て
科

奉
に
合
格
し
、
牛
宰
相
の
娘
(
牛
氏
)
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る
が
、
察
畠
に
は
郷
里
に
す
で
に
妻
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
牛
氏
が
、
父

親
を
諌
め
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
一
部
分
を
巌
嵩
父
子
の
立
場
と
重
ね
合
わ
せ
て
あ
て
こ
す
っ
て
い
る
。

内
閣
文
庫
の
『
李
卓
吾
先
生
批
貼
四
書
笑
』
は
紗
本
で
あ
る
が
、
封
面
な
ど
も
そ
の
ま
ま
寓
さ
れ
て
お
り
、

い
か
に
も
も
と
の
刊
本
が
存
在

し
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
寓
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
刊
本
と
し
て
は
、
東
京
大
事
文
事
部
顧
『
絶
綾
三
笑
』
の
う
ち
の
「
儒
笑
」
が
、
題
こ

(

7

)

 

そ
ち
が
っ
て
い
る
が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
こ
の
内
容
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
話
は
有
名
で
あ
っ
た
と
見
え
、
前
半
の
『
大
撃
』
の
話
が
『
雲

議
譜
史
』
に
、
後
牢
の
『
琵
琶
記
』
の
話
が
『
西
山
日
記
』
、

『
皇
明
世
説
新
語
』
巷
七
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。
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以
上
見
た
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
巌
嵩
父
子
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
と
き
、

た
だ
ち
に
そ
の
封
立
者
と
し
て
の
王
世
貞
が
思
い
出
さ
れ
る
、

つ
ま
り
巌
嵩
父
子
封
王
世
貞
と
い
う
の
が

一
種
の
公
式
的
逼
念
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

巌
嵩
批
剣
の
文
拳
作
品

巌
嵩
の
失
脚
後
(
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
も
?
)
戯
曲
・
小
説
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
巌
嵩
批
剣
の
作
品
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
本
節

で
は
、
そ
れ
ら
の
文
拳
作
品
と
王
世
貞
と
の
閥
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
巌
嵩
停
』
〈
黄
山
書
祉
一
九
九
二
年
〉
の
著
者
張
額
清
氏
は
、
そ
の
第
二
十
三
-
章
に
「
文
事
作
品
中
的
巌
嵩
父
子
」
の
一
一
章
を
設
け
、

巌
氏
父
子
が
渡
落
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
そ
れ
を
題
材
に
し
た
民
聞
や
文
人
の
文
事
作
品
は
枚
奉
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
四
百
年
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後
の
今
日
に
至
っ
て
も
、
芝
居
の
『
打
紅
抱
』

『
五
女
奔
蕎
』
な
ど
の
巌
嵩
も
の
は
、
な
お
観
客
が
好
ん
で
見
る
演
目
な
の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
巌
氏
父
子
を
題
材
に
し
た
文
事
作
品
を
「
巌
嵩
文
撃
」
と
組
稽
し
で
も
か
ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
し
て
、

「巌
嵩
文
事
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
て
お
ら
れ
る
。
た
し
か
に
そ
の
範
聞
は
芝
居
を
は
じ
め
、
小
説
そ
の
他
幅
贋
い
分
野
に
及
ん

で
い
る
。

(

8

)

 

こ
こ
で
は
ま
ず
、
戯
曲
の
『
鳴
鳳
記
』
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

『
鳴
鳳
記
』
は
、
巌
嵩
、
巌
世
蕃
、
越
文
華
、
部
慾
卿
ら
の
悪
役
と
、
夏

4=尺
曾
銑
、
楊
糧
盛
、
郡
鹿
龍
、
林
潤
ら
の
忠
良
の
善
玉
と
の
封
立
を
描
い
た
作
品
で
あ
り
、
彼
ら
が
い
ず
れ
も
貧
名
で
登
場
す
る
。
作
品
中

の
中
心
的
な
登
場
人
物
は
郡
藤
龍
、
林
潤
で
あ
る
が
、
最
後
に
彼
ら
の
上
疏
が
通
っ
て
、
巌
氏
父
子
が
慮
罰
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
を
演
ず
る
。

基
本
的
な
す
じ
は
史
寅
に
し
た
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
『
金
瓶
梅
』
と
『
鳴
鳳
記
』
に
つ
い
て
は
、

荒
木
猛
氏
「
『
金
瓶
梅
』
と
楊
縫

盛

ハ
『
長
崎
大
祭
数
養
部
紀
要
(
人
文
科
皐
篇
)
』
第
三
十
六
巻
第
二
銃

一
九
九
六
年
)
が
あ
り
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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『
鳴
鳳
記
』
に
は
、
巌
氏
が
籍
設
さ
れ
、
巌
世
蕃
が
慮
刑
さ
れ
た
こ
と
ま
で
が
措
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
の
あ
っ
た
嘉
靖
四
十
四
年

(
一
五
六
五
)
以
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
禽
暦
三
十
八
年
(
一
六
一

O
)
の
呂
天
成
『
曲
品
』
に
は
著
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
以
前
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
清
初
諸
人
獲
『
堅
孤
集
』
贋
集
巻
三
「
金
優
」
に
衣
の
よ
う
に
あ
る
。

海
盟
に
金
鳳
と
い
う
少
年
俳
優
が
い
た
。
若
い
と
き
そ
の
器
量
に
よ
っ
て
分
宜
の
巌
東
棲
(
世
蕃
)
に
寵
愛
さ
れ
た
。
東
棲
は
霊
は
金
が

い
な
け
れ
ば
食
事
も
し
な
い

L
、
夜
は
金
が
い
な
け
れ
ば
疲
ら
れ
な
か
っ
た
。
金
は
容
色
が
衰
え
て
か
ら
は
、
貧
里
に
寄
食
し
て
い
た
。

東
棲
が
混
落
し
て
王
鳳
洲
の
『
鳴
鳳
記
』
が
流
行
す
る
と
、
金
は
ふ
た
た
び
お
し
ろ
い
を
塗
っ
て
み
ず
か
ら
東
棲
に
扮
し
た
。
よ
く
知
っ

て
い
た
た
め
に
、
奉
動
は
そ
っ
く
り
で
あ
っ
て
、

ふ
た
た
び
そ
の
名
が
揚
が
っ
た
。
先
に
巌
に
目
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
問
題

に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

う
の
だ
か
ら
、

こ
の
資
料
で
は
巌
嵩
父
子
が
失
脚
し
て
か
ら
『
鳴
鳳
記
』
が
流
行
し
た
と
い
っ
て
お
り
、
巌
世
蕃
に
寵
愛
さ
れ
た
俳
優
が
役
を
演
じ
た
と
い

『
鳴
鳳
記
』
が
作
ら
れ
た
の
は
、
巌
氏
渡
落
以
後
あ
ま
り
時
が
た
つ
て
い
な
い
こ
ろ
の
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
諸
人
獲
は
「
王



こ
ろ
(
『
竪
師
団
集
』
庚
集
に
は
康
照
三
十
八
年
、

呂
天
成
の
『
曲
口
問
』
に
は
作
者
の
氏
名
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

一
六
九
九
の
序
が
附
さ
れ
て
い
る
〉
に
は
、

清
初
の
諸
人
獲
の

鳳
洲
の
『
鳴
鳳
記
』
」
と
記
し
て
い
る
。

『
鳴
鳳
記
』

H
王
世
貞
と
い
う
の
が
ご
く
あ
た
り
ま
え
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
清
の
無
名
氏
の
『
停
奇
業
考
標
目
』
に
も
、

王
世
貞
、
字
元
美
、
競
鳳
洲
。
太
倉
人
、
前
明
詩
人
後
七
子
之
一
。

『
鳴
鳳
』
。

要
」
で
は
、

『
俸
奇
実
考
標
目
」
は
、
『
中
園
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』

や
は
り
ほ
ぼ
康
照
の
末
年
あ
る
い
は
薙
正
の
初
年
ご
ろ
の
作
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。

(
嘉
慶
十
年
、
一
八
O
五
に
成
る
)
巻
三
に
、

(
中
園
戯
劇
出
版
社

一
九
五
九
年
〉
に
翻
刻
さ
れ
、
そ
の

提

と
レ
う
記
載
が
あ
る
。

清
の
焦
循
の
『
劇
読
』

言
い
惇
え
に
よ
れ
ば
、
『
鳴
鳳
』
停
奇
は
会
州
の
門
人
の
作
で
あ
っ
て
、
「
法
場
」
の
一
折
だ
け
が
穿
州
の
自
作
で
あ
る
。
作
品
が
で
き

た
ば
か
り
の
時
、
俳
優
に
上
演
さ
せ
、
豚
令
を
招
い
て
い
っ
し
ょ
に
見
た
。
令
は
顔
色
を
か
え
て
立
ち
上
が
り
、
す
ぐ
に
も
そ
の
場
を
去

ろ
う
と
し
た
。
算
州
は
お
も
む
ろ
に
邸
抄
を
出
し
て
示
し
て
、
「
嵩
父
子
は
も
う
お
わ
り
だ
よ
。
」
と
い
っ
て
宴
舎
を
お
聞
き
に
し
た
。

と
い
う
話
が
見
え
る
。
「
法
場
」
と
は
刑
場
の
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
'『
鳴
鳳
記
』
第
十
六
駒
「
夫
婦
死
節
」
の
一
幕
、
楊
縫
盛
刑
死
の
場
面
を

指
す
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
停
読
も
あ
る
く
ら
い
で
、
遅
く
と
も
清
代
康
照
朝
以
後
に
は
『
鳴
鳳
記
』
の
作
者
が
王
世
貞
で
あ
る
と
す
る
こ
と

(
9〉

は
定
設
に
な
っ
て
お
り
、
人
々
は
『
鳴
鳳
記
』
と
聞
け
ば
あ
や
ま
た
ず
に
王
世
貞
を
思
い
浮
か
べ
た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
遁
設
に
謝
し
て
、
蘇
嚢
中
氏
は
「
開
於
『
鳴
鳳
記
』
的
作
者
問
題
」
に
お
い
て
、
王
世
貞
が
作
者
で
は
な
い
こ
と
を
論
誼
し
て
い

る
。
そ
の
論
擦
は
、
例
え
ば
今
の
『
劇
読
』
に
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
『
鳴
鳳
記
』
に
は
巌
世
蕃
慮
刑
後
の
こ
と
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
の

に
、
た
っ
た
い
ま
慮
罰
が
き
ま
っ
た
ば
か
り
の
時
貼
で
、
先
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
は
ず
が
な
い
こ
と
、
ま
た
巌
嵩
が
離
官
し
、
巌
世
蕃
が
逮
捕

王
世
貞
は
嘉
靖
三
十
九
年
に
刑
死
し
た
父
の
喪
中
で
あ
っ
て
、
客
を
招
い
て
宴
舎
な
ど
し
て
い
る
は
ず
は
な
い

さ
れ
た
嘉
靖
四
十
一
年
に
は
、

こ
と
、
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
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蘇
氏
の
議
論
は
、

い
ず
れ
も
も
っ
と
も
な
議
論
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
確
か
に
『
鳴
鳳
記
』
の
員
作
者
は
王
世
貞
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
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し
て
員
作
者
は
お
そ
ら
く
今
と
な
っ
て
は
も
は
や
捜
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
筆
者
が
問
題
に
し
た
い

と
思
う
の
は
、
明
末
の
時
黙
で
作
者
不
詳
で
あ
っ
た
作
品
の
作
者
と
し
て
王
世
貞
の
名
前
が
あ
が
っ
て
く
る
必
然
性
と
そ
の
。プ
ロ
セ
ス
な
の
で

あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
巌
嵩
封
王
世
貞
と
い
う
樹
立
の
構
園
が
贋
く
流
布
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
後
世
の
人
が
巌
嵩
批
剣
の
作
品
を
見
た
と
き
、
そ
こ
に
ご
く
自
然
に
王
世
貞
の
姿
を
見
い
だ
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
鳴
鳳
記
』
は
、
明
末
に
か
な
り
流
行
し
た
ら
し
い
。
侯
方
域
の
「
馬
伶
俸
」
は
、
馬
錦
と
い
う
俳
優
の
こ
と
を
記
し
た
文
章
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
『
鳴
鳳
記
』
上
演
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
明
末
の
南
京
に
は
、

「
輿
化
部
」
と
「
肇
林
部
」
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
劇
圏
が
競
っ
て
い

た
。
あ
る
日
、
新
安
の
一
商
人
が
二
つ
の
劇
圏
を
同
時
に
招
い
て
上
演
さ
せ
、
競
争
さ
せ
た。

出
し
物
は
同
じ
『
鳴
鳳
記
』

で
あ
る
。
輿
化
部
の

巌
嵩
役
は
馬
伶
。
牽
林
部
の
巌
嵩
役
は
李
伶
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
李
伶
の
演
ず
る
巌
嵩
が
大
受
け
に
受
け
て
、
馬
伶
は
途
中
か
ら
芝
居
を
つ

づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
馬
伶
は
競
争
に
破
れ
て
委
を
く
ら
ま
し
て
し
ま
う
。
や
が
て
三
年
後
、
馬
伶
は
再
び
華
林
部
と

の
競
演
を
挑
む
。
す
る
と
今
度
は
馬
伶
の
技
量
が
李
伶
を
匪
倒
し
、
つ
い
に
は
牽
林
部
が
馬
伶
を
師
と
す
る
ま
で
に
い
た
る
。
ど
う
し
て
こ
れ

だ
け
上
手
に
な

っ
た
の
か
、
と
た
ず
ね
ら
れ
る
と
、
馬
伶
は
競
争
に
破
れ
た
後
、
直
ち
に
北
京
に
赴
き
、
嘗
代
の
巌
嵩
た
る
顧
乗
謙
の
屋
敷
の
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門
番
と
し
て
入
り
込
み
、
三
年
の
問
、
好
臣
の
行
動
を
観
察
し
た
結
果
が
演
技
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
だ
、

と
い
う
話
で
あ
る
。

顧
乗
謙
は
、
宣
官
の
魂
忠
賢
に
つ
き
し
た
が
っ
て
檀
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
話
も
、
親
忠
賢
が
擢
力
を
握
司

て
い
た
天
啓
年
聞
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
天
啓
年
聞
に
こ
の
『
鳴
鳳
記
』
が
好
ん
で
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
意
味
も
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る
。
巌
嵩
批
判
す
な
わ
ち
貌
忠
賢
批
判
な
の
で
あ
る
。
貌
忠
賢
の
時
代
に
貌
忠
賢
を
批
判
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
本
人
を
直
接
出
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
悪
者
と
し
て
す
で
に
評
債
の
定
ま
っ
た
巌
嵩
を
持
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

決
に
小
説
『
金
瓶
梅
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
作
品
の
中
で
風
刺
さ
れ
て
い
る
の
は
巌
氏
父
子
で
あ
り
、

生
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
王
世
貞
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
存
在
し
て
い
る
。
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
先
の
『
鳴
鳳
記
』
の
場

『
金
瓶
梅
』
の
作
者
、
蘭
陵
の
笑
笑



合
と
同
様
、

王
世
貞
作
者
読
こ
そ
が
、
今
世
紀
に
い
た
る
ま
で
の
通
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
に
な
っ
て
本
格
的
な
『
金
瓶
梅
』
研
究
が
は

(
ぬ
〉

じ
ま
っ
た
と
き
、
魯
迅
、
果
恰
、
鄭
振
鐸
な
ど
が
ま
ず
手
始
め
に
し
た
こ
と
と
い
え
ば
、
こ
の
王
世
貞
作
者
設
の
否
定
と
い
う
作
業
な
の
で
あ

(

日

〉

っ
た
。こ

こ
で
は
ど
う
し
て
王
世
貞
が
作
者
に
擬
せ
ら
れ
、

そ
し
て
近
代
に
い
た
る
ま
で
の
長
い
開
、

そ
の
設
が
遁
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を

問
題
に
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

『
金
瓶
梅
』
に
お
け
る
王
世
貞
作
者
設
の
形
成
普
及
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
に
し
て
、

『
金
瓶
梅
』
の

成
立
年
代
、
作
者
に
関
す
る
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

『
金
瓶
梅
』
の
成
立
年
代
と
作
者
に
閲
し
て
、
早
い
時
期
に
具
瞳
的
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の
が
、
明
末
沈
徳
符
『
高
暦
野
獲
編
』
巻
二

十
五
「
金
瓶
梅
」
の
僚
で
あ
る
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
(
『
金
瓶
梅
』
)
は
嘉
靖
聞
の
大
名
士
の
手
筆
で
あ
っ
て
、

時
事
を
批
剣
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Tこ

- 55ー

と
え
ば
察
京
父
子
は
分
宜
(
巌
嵩
)
を
指
し
、

林
霊
素
は
陶
仲
文
を
指
し
、

朱
闘
は
陸
畑
を
指
し
、
そ
れ
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
指
す
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
あ
る

0

・

こ
の
絞
述
は
あ
る
い
は
高
暦
四
十
五
年
序
を
附
す
『
金
瓶
梅
詞
話
』
の
廿
公
「
金
瓶
梅
政
」
の
「
『
金
瓶
梅
俸
』
は
世
廟
(
嘉
靖
帯
〉
の
時
の

一
鐙
公
の
寓
言
で
あ
る
。
思
う
に
誰
か
を
風
刺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り
具
瞳
的
に

『
金
瓶
梅
』
の
作
者
は
「
嘉
靖
年
聞
の
大
名
士
」
で
あ
っ
て
、
巌
嵩
と
そ
の
一
黛
を
風
刺
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
作
品
中
の
崇

政
殿
大
拳
士
察
京
は
、
息
子
の
奈
依
と
と
も
に
権
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
西
門
慶
ら
か
ら
の
賄
賂
を
受
け
て
、
事
件
の
も
み
消
し
を
は
か
つ

こ
こ
に
巌
嵩
父
子
の
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
う
な
ず
け

る
。
こ
の
一
僚
で
は
作
者
の
名
前
が
伏
せ
ら
れ
た
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
親
子
雲
氏
は
、
同
じ
『
寓
暦
野
獲
編
』
巻
二
「
僑
童
致
禍
」
の

僚
に
「
清
明
上
河
圃
」
を
め
ぐ
る
巌
嵩
と
王
家
と
の
劃
立
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
金
瓶
梅
」
の
僚
と
「
偏
重
致
繭
」
の
僚
と
を
讃
み
合

た
り
、

西
門
慶
を
官
職
に
つ
か
せ
た
り
、

悪
黛
の
元
締
め
で
あ
っ
て
、

711 

わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
と
「
嘉
靖
聞
の
大
名
土
」
が
王
世
貞
で
あ
る
こ
と
が
讃
者
に
暗
示
さ
れ
る
し
か
け
に
な
っ
て
い
る
、

そ
し
て
こ
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(

ロ

)

の
『
首
向
暦
野
獲
編
』
が
王
世
貞
作
者
侍
読
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
主
張
さ
れ
る
。

わ
か
ら
な
い
。
ま
た
本
嘗
に
作
者
が
巌
嵩
批
剣
の
た
め
に
書
い
た
の
か
ど
う
か
も
今
と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と

も
嘗
時
の
『
金
瓶
梅
』
の
讃
者
の
中
に
、
ぁ
、
こ
れ
は
巌
宮
だ
な
、
と
作
中
に
巌
嵩

一
涯
の
影
を
讃
み
と
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な

『
金
抵
梅
』
の
作
者
が
寅
際
に
誰
か
と
い
う
こ
と
は

の
で
あ
る
。

引
用
し
た
こ
の
部
分
の
前
に
は

高
暦
三
十
七
年
三
六
O
九
)
の
こ
と

沈
徳
符
が
北
京
で
衰
宏
道
に
逢
っ
て

『
金
瓶
梅
』
の
全
部
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
た
ず
ね
た
時
、

ほ
ん
の
数
巻
を
見
た
だ
け
だ
が
、

腕
域
(
湖
北
〉
の
劉
挺
白
承
躍
の
家
に
は
全
本
が
あ
っ
て

そ
れ
は

そ
の
妻
の
貫
家
で
あ
る
徐
文
貞
(
階
〉
か
ら
手
に
い
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、

沈
徳
符
『
高
暦
野
獲
編
』
巻
八
「
遠
婚
」
の
僚
に
、

と
い
う
絞
逃
が
あ
る
。
徐
家
と
劉
家
の
婚
姻
に
闘
し
て

や
は
り

最
近
、
遠
く
の
人
と
婚
姻
を
結
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、
嘉
靖
聞
に
松
江
の
徐
文
貞
が
陸
、
劉
雨
提
帥
と
婚
姻
を
結
ん
だ
の
が
あ
る
。
ど
ち

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

『
金
瓶
梅
』
全
本
の
出
所
が
果
し
て
徐
階
で
あ
司
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
徐
階
こ
そ
は
、
巌
嵩
を
追
い
落
と
し
、
内
閣
大
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ら
も
楚
(
湖
北
〉
の
人
で
あ
る
。

事
土
首
輔
の
座
に
つ
い
た
人
物
で
あ
り
、

し
か
も
王
世
貞
は
そ
の
徐
階
と
よ
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
金
瓶
梅
』
に
巌
嵩
が
批
剣

的
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
徐
階
と
の
関
係
も
そ
れ
な
り
に
理
解
で
き
る
し
、

そ
の
作
者
と
し
て
王
世
貞
の
名
前
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
の
も
自
然
で
あ
ろ
う
。

『
金
瓶
梅
』
の
初
期
の
流
停
の
吠
況
を
示
す
資
料
で
は
、
こ
の
『
蔦
暦
野
獲
編
』
以
外
に
も
し
ば
し
ば
王
世
貞
の
委
が
ち
ら
つ
い
て
い
る
。

例
え
ば
屠
本
酸
の
『
山
林
鰹
済
籍
』
。

言
い
俸
え
に
よ
れ
ば
、
嘉
靖
年
聞
に
、
あ
る
人
が
陸
都
督
摘
の
虚
儒
の
上
奏
に
よ
っ
て
そ
の
家
を
籍
設
さ
れ
て
し
ま
司
た
。
そ
の
人
は
晴

ら
し
よ
う
の
な
い
無
賓
の
罪
を
、

『
金
瓶
梅
』
に
託
し
た
。
玉
大
司
冠
鳳
洲
先
生
は
家
に
全
書
を
醸
し
て
い
た
が、

い
ま
は
も
う
散
逸
し

て
し
ま
っ
た
。



こ
こ
で
も
も
ち
ろ
必
『
金
瓶
梅
』
の
作
者
が
王
世
貞
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
が
、
陸
畑
が
巌
嵩
の
子
分
で
あ
り
、

史
』
王
世
貞
俸
に
見
た
よ
う
に
、
王
世
貞
が
刑
部
の
官
に
あ
っ
た
と
き
、
こ
の
陸
畑
と
直
接
衝
突
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
し
て
、
壬

世
貞
が
か
な
り
早
い
段
階
で
『
金
瓶
梅
』
の
全
本
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
作
者
が
少
な
く
と
も
王
世
貞
に
か
な
り
近
い

と
こ
ろ
に
い
た
人
物
で
あ
り
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

先
の
『
明

さ
ら
に
謝
肇
制
『
小
草
驚
文
集
』
巻
二
十
四
に
牧
め
ら
れ
る
「
金
瓶
梅
肱
」
に
は
、

『
金
瓶
梅
』
と
い
う
書
物
に
は
、
作
者
の
名
前
や
年
代
を
記
し
て
い
な
い
。

里
(
天
子
の
外
戚
で
あ
る
近
衛
指
令
官
)
が
、

い
い
っ
た
え
で
は
、

永
陵
〈
嘉
靖
一
帝
〉
の
と
き
あ
る
金
吾
戚

や
り
た
い
放
題
の
こ
と
を
し
て
い
た
。

そ
の
門

天
子
の
威
光
を
笠
に
着
て
費
津
三
昧
を
し
、

客
が
そ
れ
を
憂
え
、

(
中
略
)
こ
の
書
物
は
以
前
は
刊

行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
き
寓
さ
れ
て
流
俸
し
て
い
て
、
長
さ
も
ふ

e
そ
ろ
い
で
散
逸
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
た
だ
穿
州
家
臓
の
も
の
が
最
も

日
毎
の
行
動
を
と
り
ま
と
め
て
書
物
に
編
み
、

西
門
慶
に
信
託
し
た
の
で
あ
る
。

完
全
で
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
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と
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
金
瓶
梅
』
は
あ
る
金
吾
戚
呈
の
行
動
を
そ
の
門
客
が
記
録
し
た
も
の
と
い
う
。
明
代
嘉
靖
朝
の
「
金
吾
戚
里
」
で
放
建

な
ふ
る
ま
い
の
あ
っ
た
人
と
い
え
ば
郭
動
が
思
い
浮
か
ぶ
。
郭
動
と
い
え
ば
『
水
潜
俸
』
(
郭
武
定
本
〉
を
刊
行
し
た
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

巌
氏
で
は
な
い
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
も
王
世
貞
の
家
に
『
金
瓶
梅
』
の
完
全
な
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
資
料
の
段
階
で
は
、
孟
世
貞
が
作
者
で
あ
る
と
名
前
を
奉
げ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
清
初
顧
公
獲
の
『
消
夏
閑
記
摘
抄
』
巻
上

「
金
瓶
旗
縁
起
王
鳳
洲
報
父
仇
」
の
一
篠
に
な
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(
王
〉
停
の
子
鳳
洲
〈
王
世
貞
)
は
父
が
究
罪
で
死
ん
だ
こ
と
を
嘆
き
、
報
復
し
よ
う
と
思
っ
た
が
手
だ
て
が
な
か
っ
た
。
あ
る
日
た
ま

た
ま
世
蕃
に
目
逼
り
し
た
。
世
蕃
は
「
坊
聞
に
何
か
お
も
し
ろ
い
小
説
は
あ
る
か
」
と
た
ず
ね
た
。
「
あ
り
ま
す
」
と
答
え
る
と
、
そ
の

名
を
問
う
た
。
鳳
洲
は
と
っ
さ
に
、
金
の
瓶
に
梅
が
飾
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
『
金
瓶
梅
』
と
答
え
た
。
し
か
し
讃
み
に
く
い
字
が
多

い
か
ら
寓
し
な
お
し
て
届
け
ま
し
ょ
う
と
い
っ
た
。
退
出
し
て
想
を
練
る
こ
と
数
日
、
『
水
務
停
』
の
西
門
慶
の
故
事
を
藍
本
に
し
て
、
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世
蕃
は
西
門
に
住
ん
で
お
り
、
乳
名
を
慶
と
い
っ
た
の
に
ち
な
ん
で
、
ひ
そ
か
に
そ
の
閏
門
の
淫
凱
で
放
坪
な
の
を
そ
し
っ
た
。
世
蕃
は

気
づ
か
ず
に
、
そ
れ
を
見
て
大
い
に
よ
ろ
こ
び
、
手
に
取
っ
て
下
に
置
か
ぬ
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

」
こ
で
は
王
世
貞
が
『
金
瓶
梅
』
を
窪
田
い
て
、

最
氏
を
風
刺
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

話
は
さ
ら
に
進
ん
で
、

王
氏
が
『
金
瓶

梅
』
を
書
い
て
巌
世
蕃
を
毒
殺
し
、

者
、
成
立
年
末
詳
)
が
あ
る
。

父
の
か
た
き
を
討
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
尾
鰭
が
つ
い
て
い
く
。

そ
の
一
つ
に
『
寒
花
盆
随
筆
』

r-， 

{乍

「
『
金
瓶
梅
』

一
書
は
王
穿
州
先
生
の
手
筆
で
あ
っ
て
、

巌
世
蕃
を
風
刺
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
中
の
西
門
慶
は
世
蕃
の
化
身
で
あ
る
。

世
蕃
は
ま
た
の
名
を
慶
と
い
司
た
。
西
門
も
慶
と
い
う
名
で
あ
る
。
世
蕃
は
東
棲
と
い
う
競
で
あ
っ
て
、
こ
の
書
で
は
西
門
と
封
に
な
っ

て
い
る
」
と
世
に
俸
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た

「こ

の
本
は
あ
る
孝
行
息
子
の
作
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
文
の
仇
を
討
と
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
う
。
孝
行
息
子
の
識
っ
て
い
た
あ
る
大
物
が
寅
は
孝
行
息
子
の
父
を
殺
し
た
の
で
、
仇
を
討
と
う
と
ね
ら
っ

て
い
た
が
、
ず
っ
と
は
た
せ
な
か
っ
た
。
後
に
た
ま
た
ま
こ
の
大
物
が
書
見
を
す
る
と
き
、
き
ま
っ
て
指
に
つ
ば
を
つ
け
て
ベ
l
ジ
を
め
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く
る
こ
と
を
察
知
し
た
。
孝
行
息
子
は
そ
こ
で
三
年
の
力
を
こ
め
て
こ
の
書
物
に
と
り
く
ん
で
、
書
が
で
き
あ
が
る
と
紙
の
は
し
に
毒
薬

を
塗
っ
て
お
い
た
。
大
物
が
外
出
す
る
と
き
に
、
人
に
本
を
持
た
せ
て
町
で
貰
ら
せ
、

「
天
下
第
一
奇
書
」
と
叫
ば
せ
た
。
大
物
は
車
の

中
で
そ
れ
を
聞
き
、
す
ぐ
に
見
る
こ
と
を
求
め
た
。
車
が
進
ん
で
屋
敷
に
つ
い
た
時
に
は
、
書
は
す
で
に
見
終
わ
っ
て
お
り
、

し
き
り
に

嘆
賞
し
た
。
買
っ
て
い
た
も
の
を
呼
ん
で
値
段
を
た
ず
ね
よ
う
と
し
た
が
、
姿
が
み
え
な
か
っ
た
。
大
物
は
は
か
ら
れ
た
と
急
に
気
が
つ

い
て
、

い
そ
い
で
手
嘗
を
し
よ
う
と
し
た
が
間
に
合
わ
ず
に
、
毒
が
ま
わ
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
」
と
も
い
う
。

い
ま
考
え
る
に
、
こ
の
二
つ
の
設
と
も
に
も
っ
と
も
で
あ
る
。
孝
子
と
は
鳳
州
で
あ
り
、
大
物
と
は
唐
荊
川
で
あ
る
。
鳳
州
の
父
の
仔
が

巌
氏
に
よ
っ
て
死
ん
だ
の
は
、
寅
は
荊
川
が
手
引
き
を
し
た
の
で
あ
る
。
.

あ
る
い
は
こ
の
書
物
は
東
棲
を
毒
殺
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
と
い
う
も
の
も
あ
る
が
、
東
棲
は
慮
刑
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
毒
殺
さ
れ
た

の
は
唐
荊
川
で
あ
る
。
:
:
:



こ
こ
で
唐
荊
川
す
な
わ
ち
唐
順
之
が
登
場
す
る
こ
と
の
背
景
に
は
、

園
』
を
ほ
し
が
っ
た
と
き
、
王
停
は
そ
の
コ
ピ
ー
を
作
ら
せ
、

は
王
氏
に
劃
し
て
根
に
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
物
語
が
あ
る
。
巌
嵩
が
王
氏
の
持
っ
て
い
た
『
清
明
上
河

コ
ピ
ー
の
方
を
巌
氏
に
贈
っ
た
の
を
唐
順
之
が
見
破
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
最
氏

し
た
が
っ
て
、
結
果
と
し
て
父
の
主
停
を
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
王
世
貞
に
し

す
で
に
果
喰
の
「
『
金
瓶
梅
』
的
著
作
時
代
及

其
祉
舎
背
景
」
の
一
文
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
『
清
明
上
河
園
』
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
深
く
述
べ
る
こ
と
は
し

て
み
れ
ば
、
唐
順
之
が
父
の
仇
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
聞
の
事
情
に
つ
い
て
は
、

な
い
(
『
金
瓶
梅
』
と
王
世
貞
に
つ
い
て
は
宋
起
鳳
『
稗
読
』
巻
一
一
一
「
主
会
洲
著
作
」
に
も
見
え
る
)
。

『
金
瓶
梅
』
は
巌
嵩
と
関
係
が
あ
る
の
だ
、
巌
嵩
批
剣
の
作
品
だ
と
考
え
た
瞬
間
に
、
巌
と
劃
立
の
関
係

に
あ
っ
た
王
世
貞
の
名
前
が
そ
の
作
者
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
来
て
い
る
こ
と
。
あ
る
い
は
逆
に
、
作
考
か
王
世
貞
で
あ
る
と
い
っ
た
瞬
間

に
、
巌
嵩
父
子
批
剣
の
作
品
と
理
解
さ
れ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
事
責
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
今
と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
こ
こ
で
も
い
え
る
こ
と
は
、
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し
か
し
、
明
末
以
来
、
多
く
の
人
々
が
長
い
聞
に
わ
た
っ
て
『
金
瓶
梅
』
作
者
王
世
貞
設
を
も
っ
と
も
な
こ
と
と
考
え
て
い
た
の
は
、
と
に
か

く
巌
嵩
と
王
世
貞
の
劃
立
と
い
う
歴
史
的
文
服
と
、
作
中
の
登
場
人
物
の
描
か
れ
方
(
た
だ
し
誰
が
巌
氏
の
反
映
か
と
い
う
こ
と
で
は
、
奈
太
尉
、
西

門
慶
な
ど
ち
が
っ
た
見
方
が
な
さ
れ
て
い
る
)
と
に
じ
つ
に
み
ご
と
な
整
合
性
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

の
中
園
の
護
者
に
と
っ
て
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
う
思
っ
て
讃
ん
だ
方
が
、

か
っ
て

『
金
瓶
梅
』
一
書
は
鳳
州
の
門
人
の
作
と
俸
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
鳳
州
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
も
い
う
、
と
あ
る
。

と
い
う
ぐ
あ
い
に
王
世
貞
作
者
読
を
う
た
司
た
序
文
(
康
照
三
十
四
年
、
一
六
九
五
の
謝
願
「
第
一
奇
書
序
」
)
が
冒
頭
に
附
さ
れ
た
『
金
瓶
梅
』
の

テ
キ
ス
ト
ハ
張
竹
波
本
)
が
、

清
一
代
を
通
じ
て
通
行
す
る
の
で
あ
る
。

(

日

)

『
金
瓶
梅
』
作
者
と
し
て
は
、
最
近
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
の
名
が
拳
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
人
に
李
開
先
が
い
る
。

今
世
紀
の
『
金
瓶
梅
詞
話
』
テ
キ
ス
ト
の
再
護
見
に
い
た
る
ま
で
、

李
開
先
が
『
金
瓶
梅
』
作
者
と
さ
れ
る
根
擦
の
一
つ
に
李
開
先
の
戯
曲
『
賓
剣
記
』
か
ら
の
引
用
が
『
金
瓶
梅
』
の
中
に
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
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と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

『
賓
剣
記
』
は
『
水
務
停
』
の
林
沖
が
主
人
公
に
な
っ
て
い
る
戯
曲
で
あ
り
、
高
依
父
子
と
林
沖
と
の
劉
立
が
主
た
る
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あ
ら
す
じ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
高
依
父
子
が
巌
嵩
父
子
を
一
意
識
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
や
は
り
沈
徳
符
の
『
蔦
暦
野
獲
編
』

巻
二
十
五
「
填
詞
有
他
意
」
で
、

李
仲
麓
の
『
費
創
記
』
は
分
宜
父
子
を
指
し
て
い
る
。

と
い
う
。

『
賓
創
記
』
は
悪
ら
つ
な
擢
力
者
の
も
と
で
不
遇
な
目
に
あ
う
林
沖
が
主
人
公
で
あ
る
が
、
作
者
の
思
い
も
そ
こ
に
重
ね
合
わ
せ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
作
品
の
基
本
的
な
情
調
は
不
卒
不
満
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
く
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
が
、

『
金
瓶
梅
』
と
共
通
す
る
と
も
い

う

(
こ
の
貼
は
日
下
氏
に
よ
っ
て
指
摘
ず
み
〉
。

引
用
が
あ
り
、
傾
向
が
似
て
い
る
こ
と
が
、
同
じ
作
者
が
書
い
た
こ
と
の
完
き
謹
擦
と
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

そ
れ
に
し
て
も

『
金
瓶
梅
』
作
者
に
擬
せ
ら
れ
る
李
開
先
が
や
は
り
巌
嵩
批
判
の
作
品
と
も
理
解
さ
れ
た
戯
曲
『
賓
創
記
』
の
作
者
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深

い
。
も
っ
と
も
李
開
先
の
場
合
に
は
、
巌
嵩
が
内
閣
大
事
土
に
な
る
よ
り
前
、
巌
嵩
の
封
立
者
で
も
あ
っ
た
夏
言
に
よ
っ
て
亮
職
に
な
っ
て
い

巌
嵩
批
剣
の
文
拳
作
品
と
し
て
は
さ
ら
に
祷
夢
龍
編
の
「
三
一
言
」
の
一
つ
、

『
古
今
小
説
』
巻
四
十
「
沈
小
震
相
舎
出
師
表
」
が
あ
る
。
主
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る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
そ
の
不
卒
の
劃
象
が
夏
言
な
り
と
す
れ
ば
、
巌
嵩
批
剣
と
す
る
の
は
嘗
た
ら
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
だ
が
。

人
公
の
沈
小
震
は
、
巌
嵩
に
た
て
つ
い
た
た
め
殺
さ
れ
て
し
ま
?
た
沈
錬
の
息
子
で
あ
る
。
巌
嵩
は
、
沈
小
霞
を
も
殺
そ
う
と
す
る
が
、
妾
の

聞
氏
や
科
奉
同
年
の
鴻
主
事
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
、
巌
氏
漫
落
の
後
、

母
や
末
弟
と
再
曾
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
沈
錬
に
つ
い
て
は
王
世
貞

が
墓
誌
銘
を
書
い
て
い
る
(
『
穿
州
山
人
四
部
稿
』
巻
八
十
六
〉
。

巌
嵩
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
々
の
う
ち
、
後
世
追
憶
さ
れ
る
こ
と
の
最
も
多
い
の
が
楊
耀
盛
で
あ
ろ
う
。
楊
纏
盛
に
つ
い
て
は
、

楊
を
か
ば
?
た
こ
と
が
王
世
貞
が
巌
嵩
に
き
ら
わ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
王
世
貞
と
も
閥
係
が
深
い
。
清
の
陳
熔

の
『
湘
管
粛
寓
賞
編
』
は
、
彼
の
目
暗
し
た
書
垂
直
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
三
に
揚
縫
盛
の
絶
筆
(
楊
忠
感
興
鄭
端
簡
書
)
と
、
そ
れ
に
題
し

た
王
世
貞
、
王
治
、
屠
陸
、
呉
執
御
そ
し
て
漏
夢
龍
の
詩
文
を
載
せ
て
い
る
。
屠
隆
は
、
責
森
氏
に
よ
っ
て
『
金
瓶
梅
』
作
者
に
擬
せ
ら
れ
た

(

M

)

 

人
物
で
あ
る
。
王
世
貞
に
せ
よ
、
こ
の
屠
隆
に
せ
よ
、

『
金
瓶
梅
』
作
者
に
擬
せ
ら
れ
る
人
物
の
多
く
は
何
ら
か
の
形
で
反
巌
嵩
と
い
う
立
場



の
人
々
で
あ
る
。
鴻
夢
龍
が
「
沈
小
震
相
舎
出
師
表
」
の
『
古
今
小
説
』
の
編
者
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
。

『
金
瓶
梅
』
の
作
者
が
誰
か
と
い
う
こ
と
は
現
在
の
時
貼
で
は
完
全
に
は
決
め
難
い
と
思
う
。
ど
の
読
を
見
て
も
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る

貼
が
あ
る
と
同
時
に
、
絞
黙
も
あ
，る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
巌
嵩
と
王
世
貞
と
の
封
立
と
い
う
視
貼
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
の
も
、
決

し
て
王
世
貞
が
作
者
で
あ
る
と
主
張
せ
ん
と
し
て
の
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
明
代
高
層
年
聞
に

こ
の
『
金
瓶
梅
』
を
讃
ん
だ
人
ι
て
か
、
作
中
に
巌
嵩
父
子
の
影
を
讃
み
と
司
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
巌
嵩
と
樹
立
的
立
場
に
あ
司
た
王
世

貞
を
作
者
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
、
そ
の
結
び
つ
き
が
き
わ
め
て
自
然
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
後
何
百
年
に
も
わ
た
っ
て
、
そ
の
見
方
が
定

着
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
『
金
描
梅
』
の
作
者
は
王
世
貞
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も

そ
の
近
く
に
い
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
ま
で
は
断
言
し
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

五

『
金
瓶
梅
』
と
『
天
水
氷
山
録
』
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以
上
、
巌
嵩
に
関
係
す
る
文
事
作
品
に
つ
い
て
、
特
に
王
世
貞
と
の
か
か
わ
り
か
ら
考
え
て
み
た
。
最
後
に
再
び
『
金
瓶
梅
』
に
つ
い
て
、

は
じ
め
に
少
し
だ
け
慣
れ
た
『
天
水
氷
山
録
』
を
材
料
に
別
の
角
度
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

(

お

)

『
金
瓶
梅
』
の
一描
潟
に
つ
い
て
は
、
そ
の
描
潟
が
た
い
へ
ん
に
細
か
く
精
綴
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

だ
が
、
そ
の
細
か
き
に
は
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
金
瓶
梅
』
第
十
四
回
、
潜
金
蓮
の
誕
生
日
で
金
蓮
が
着
飾
っ
て
登

場
す
る
場
面
を
見
て
み
よ
う
。
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「
青
賓
石
墜
子
」

「
沙
緑
紬
裾
」
、

潜
金
蓮
が
姿
を
現
わ
し
ま
し
た
。

上
に
は
「
香
色
滋
紬
雁
蜘
芦
花
様
劃
衿
祇
見
」

下
に
は
ご
尺
寛
海
馬
潮
雲
、
羊
皮
金
沿
漣
挑
線
祷
子
」
「
大
紅
段
子
白
稜
高
底
鮭
」
「
粧
花
膝
祷
」
を
つ
け
、

「
珠
子
鑑
」
を
し
て
孟
玉
棲
と
同
じ
よ
う
な
い
で
た
ち
で
す
。
た
だ
月
娘
は
、
「
大
紅
段
子
祇
」
「
青
素
綾
披
祇
」

頭
上
に
は
「
家
警
詔
鼠
臥
兎
見
」
を
つ
け
て
い
る
。
玉
棲
は
座
席
か
ら
金
蓮
が
厚
化
粧
を
し
て
費
髪
に
一
本
の
「
金
書問

「
由
綾
竪
領
花
眉
子

そ
う
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

溜
金
蜂
妊
菊
姐
知
見
」
、
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字
箸
見
」
を
挿
し
て
い
る
の
を
み
て

物
の
名
前
に
闘
し
て
は
原
文
の
ま
ま
掲
げ
た
の
だ
が
、
描
寓
の
細
か
さ
と
い
う
の
が
、
物
の
名
前
の
細
か
さ
、
そ
の
数
の
多
さ
に
由
来
し
て
い

そ
の
細
か
さ
と
い
う
の
は
、
ど
こ
と
な
く
カ
タ
ロ
グ
的
な
細
か
さ
な
の
で
あ
る
。

る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、

こ
う
い
司
た
種
類
の
描
篤
と
い
う
の
は
、
以
前
の
小
説
に
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

『
金
瓶
梅
』
は
『
水
論
惇
』
か

ら
生
ま
れ
た
作
品
で
は
あ
る
が
、

『
水
漏
停
』
に
登
場
す
る
渚
金
蓮
な
ど
は
も
う
少
し
さ
ら
り
と
描
寓
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、

第
二
十
四

回
、
金
蓮
が
武
松
を
誘
惑
し
よ
う
と
す
る
場
面
。

か
の
婦
人
は
す
ぐ
に
二
階
に
の
ぼ
っ
て
い
く
と
、
白
粉
を
つ
け
な
お
し
、

さ
ら
に
雷
を
ゆ
い
な
お
す
と
、

つ
や
や
か
な
色
の
服
に
着
替
え

て
、
門
の
前
に
来
て
武
松
を
出
迎
え
ま
す
。

こ
こ
で
は
金
蓮
の
衣
服
に
つ
い
て
鯛
れ
て
は
い
る
が
、

「
つ
や
や
か
な
色
の
服
」
と
い
う
以
上
の
描
篤
は
な
く
、
こ
れ
で
は
貫
際
ど
う
い
う
服
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を
着
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
『
水
務
停
』
中
に
も
同
じ
よ
う
な
物
の
描
寓
は
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
第

七
回
、
林
沖
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
場
面
の
描
寓
。

頭
に
は
一
頂
の
「
青
紗
抗
角
見
頭
巾
」
を
か
ぶ
り

後
ろ
に
は
二
つ
の
「
白
玉
閤
連
珠
費
環
」

身
に
は
一
領
の
「
車
線
羅
圏
花
職
抱
」
を
着

腰
に
は
一
僚
の
「
壁
搭
尾
亀
背
銀
帯
」
を
結
び
付
け

一
劃
の
「
磁
瓜
頭
朝
様
宅
靴
」
を
は
き

手
に
は
一
把
の
「
摺
墨
紙
西
川
扇
子
」
を
も
っ
て
い
た
。

こ
こ
に
見
え
る
物
の
描
寓
の
仕
方
に
は
、
『
金
瓶
梅
』
の
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

他
に
こ
れ
に
似
た
例
が
見
ら
れ
る
の
が
、
高
暦
期
に
編
纂
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
祷
夢
龍
の
民
間
歌
謡
集
『
山
歌
』
の
巻
九
「
焼
香
娘



娘
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
奥
さ
ん
が
願
ほ
ど
き
の
た
め
に
蘇
州
郊
外
の
寺
参
り
に
出
か
け
て
行
く
様
子
を
歌
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
寺
参
り
と
い
っ
て
も
賞
際
は
物
見
遊
山
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
近
所
の
人
々
か
ら
装
飾
品
を
借
り
て
着
飾
っ
て
行
く
。
そ
の
部
分

の
描
篤
。ハ

白
)
ね
え
さ
ん
が
お
ば
さ
ん
に
い
う
「
ど
う
あ
ろ
う
と
も

頭
に
は
員
珠
を
は
め
こ
ん
だ
白
鳥
の
よ
う
な
ビ
ロ
ー
ド
で
飾
ら
れ
た
か
も
じ
を

ひ
と
つ
か
し
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら

芙
蓉
の
花
の
模
様
の
あ
る
錦
の
頭
巾
を
一
っ
か
し
て
は
く
れ
な
い
か
し
ら

蘭
の
花
の
つ
い
た
玉
の
か
ん
さ
し
を
一
っ
か
し
て
は
も
ら
え
な
い
か
し
ら

丁
呑
の
腕
輪
を
一
っ
か
し
て
は
も
ら
え
な
い
か
し
ら

- 63ー

徐
大
家
の
か
み
さ
ん
は
金
の
ふ
ち
ど
り
の
あ
る
玉
観
音
の
聾
ど
め
を
も
っ
て
い
る

陳
肉
屋
の
新
婦
は
金
の
桃
を
く
わ
え
た
鳳
恩
の
か
み
か
ぎ
り
を
二
つ
も
っ
て
い
る

張
の
ね
え
さ
ん
は
金
メ
ッ
キ
の
胡
蝶
の
髪
飾
り
を
も
っ
て
い
る

李
三
阿
婿
か
ら
は
顎
翠
の
つ
い
た
か
ま
き
り
の
髪
飾
り
を
か
り
る
;
:

舞
蓋
は
蘇
州
で
あ
る
が
、
蘇
州
の
奥
さ
ん
た
ち
の
持
ち
物
の
描
寓
に
お
い
て
、
先
の
い
わ
ゆ
る
カ
タ
ロ
グ
的
な
物
の
名
前
の
表
し
方
が
出
て
く

る
の
で
あ
る
(
後
の
時
代
の
『
紅
棲
夢
』
な
ど
に
も
同
じ
よ
う
な
描
篤
は
あ
ら
わ
れ
る
〉
。

『
金
瓶
梅
』
あ
る
い
は
鴻
夢
龍
の
『
山
歌
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
こ
の
カ
タ
ロ
グ
的
な
物
の
名
、
物
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
表
現
の
仕

方
は
い
ア
た
い
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

買
は
こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
な
表
現
方
法
に
よ
る
物
の
名
前
が
、
は
じ
め
に
鯛
れ
た
巌
嵩
の
籍
漫
品
の
リ
ス
ト
で
あ
る
『
天
水
氷
山
鋒
』
に
見

『
天
水
氷
山
録
』
は
、
籍
渡
品
を
金
、
銀
、
玉
、
段
、
書
重
な
ど
に
区
別
し
て
列
奉
し
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。
た
と
え
ば

す19

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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「
金
」
の
う
ち
首
飾
の
一
部
の
品
名
を
記
す
と
、

金
脂
玉
賓
摺
糸
首
飾

金
賄
玉
貼
翠
珠
賓
首
飾

金
廟
玉
花
首
飾

金
廟
玉
仙
玉
兎
首
飾

金
賄
玉
人
物
花
草
首
飾

金
廟
玉
草
姦
首
飾

金
廟
玉
賓
人
物
鳳
鳥
首
飾

ま
た

「
段
」
の
は
じ
め
の
部
分
に
は
、

大
紅
粧
花
五
爪
雲
龍
過
肩
段

夫
紅
織
金
粧
花
蝉
龍
段

大
紅
粧
花
遁
肩
雲
騨
段

大
紅
遍
地
金
遁
肩
雲
騨
段

大
紅
粧
花
飛
魚
雲
段

大
紅
織
金
飛
魚
補
段

大
紅
粧
花
過
肩
斗
牛
段
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と
あ
る
。
こ
う
し
た
物
の
名
前
の
あ
ら
わ
し
方
は
、
た
と
え
ば
宋
代
す
で
に
奪
修
を
禁
止
し
た
法
令
な
ど
に
も
似
た
言
い
方
は
あ
ら
わ
れ
て
い

(

日

)

る
ー
だ
が
、
具
瞳
的
な
物
の
名
前
の
表
現
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
簡
略
の
よ
う
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
物
そ
の
も
の
は
大
昔
か
ら
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
物
の
名
前
を
こ
う
い
っ
た
形
で
カ
タ
ロ
グ
式
に
表
現
す
る
こ
と
は
、



あ
る
い
は
明
代
の
こ
の
こ
ろ
に
は
じ
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
現
代
に
お
け
る
物
の
氾
濫
が
、
カ
タ
ロ
グ
式
の
物
の
言
い
方
を
必
要
と

し
、
そ
れ
が
『
天
水
氷
山
録
』
の
よ
う
な
官
府
の
籍
漫
リ
ス
ト
や
文
事
作
品
に
も
反
映
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

世
廟
(
嘉
靖
一
帝
)
は
晩
年
朝
政
を
行
わ
ず
、

彫
花
銀
母
象
牙
明
角
沈
檀
稽
で
あ
る
。
四
品
は
み
な
金
鍾
耽
靖
鶴
頂
銀
母
明
角
伽
楠
沈
速
帯
、

そ
の
た
め
臣
下
た
ち
の
服
飾
は
身
分
に
よ
ら
な
く
な
司
た
。

口
問
の
し
め
る
も
の
は
、

金
壊

な
お
、

王
世
貞
の
『
組
不
姐
録
』
に
、

五
品
は
み
な
彫
花
象
牙
明
角
銀
母
筈
帯
、

六
七
品
は
五
品
と
同
じ
で
素
稽
と
決
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
本
来
の
規
則
ど
お
り
の
色
を
用
い
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。

と
い
う
一
候
が
あ
る
。
朝
廷
の
有
職
故
賓
に
詳
し
か
っ
た
王
世
貞
の
こ
と
、
嘗
然
官
員
の
服
飾
に
闘
し
て
も
そ
れ
な
り
の
知
識
が
あ
司
た
は

ず
。
あ
る
い
は
こ
の
あ
た
り
に
も
王
世
貞
と
『
金
瓶
梅
』
と
の
一
線
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
(
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
王
世
貞
が
作
者

で
あ
る
と
い
う
つ
も
り
も
な
い
が
〉
。

『
天
水
氷
山
録
』
の
中
で
先
に
奉
げ
た
「
段
」
の
う
ち
、
爪
が
五
つ
の
龍
の
文
様
は
皇
帝
だ
け
が
着
用
で
き

た
服
で
あ
っ
て
、
巌
嵩
が
そ
ん
な
も
の
を
も
っ
て
い
た
こ
と
白
樺
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

『
金
瓶
梅
』
第
五
十
五
回
で
察
太
尉
の
誕
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生
日
に
西
門
慶
が
贈
っ
た
祝
い
の
品
々
の
中
に
も
「
大
紅
勝
抱
一
套
、
官
緑
龍
抱
一
套
」
が
あ
る
。
こ
う
し
た
細
部
に
も
嘗
然
作
者
の
批
判
の

目
が
光
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
金
瓶
梅
』
中
の
官
服
に
つ
い
て
は
、

養
部
紀
要
(
人
文
科
皐
篇
〉
』
第
三
十

一
巻
第
一
一
抗

荒
木
猛
氏
が
「
金
瓶
梅
補
服
考
」

一
九
九
O
年
)
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

(
『
長
崎
大
祭
敬

結

び

本
稿
で
は
、
巌
嵩
と
い
う
人
物
か
ら
、

心
に
活
況
を
呈
し
て
い
る
が
、

『
金
瓶
梅
』
な
ど
嘗
時
の
文
事
作
品
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
現
在
『
金
瓶
梅
』
研
究
は
大
陸
を
中

そ
の
テ

1
7
は
作
品
の
成
立
年
代
考
と
作
者
考
に
集
中
し
て
い
る
。
中
園
で
は
明
末
か
ら
清
朝
一
代
を
通
じ

て

『
金
瓶
梅
』
と
い
う
作
品
は
王
世
貞
が
巌
嵩
批
判
の
意
園
で
書
い
た
作
品
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
現
在
の
『
金
瓶
梅
』
研
究
は
そ
の
通
説

(
と
い
う
よ
り
侍
読
)
の
否
定
か
ら
出
渡
し
て
い
る
。
本
稿
で
巌
嵩
と
王
世
貞
の
関
係
を
中
心
に
考
え
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
研
究
の
流
れ
に
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る
。
本
稿
で
行
っ
た
作
業
は
、

あ
え
て
嘗
時
の
常
識
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
も
ど
り

停
説
そ
の
も
の
の
背
景
と
意
味
を
考
え
て
み
た
次
第
で
あ
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逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
が

れ
な
い
)
の
検
討
で
あ
る
。

し
か
し

い
わ
ゆ
る
文
撃
作
品
の
研
究
と
い
う
よ
り
は
、
文
事
作
品
を
め
ぐ
る
言
説
(
あ
え
て
雑
音
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し

嘗
時
の
讃
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
雑
音
を
抜
き
に
し
た
作
品
の
誼
み
が
あ
?
に
と
は
思
わ
れ
な
い
。

張
顧
清
氏
の
い
わ
れ
る
「
巌
嵩
文
翠
」
、
こ
の
テ

l
マ
は
ま
だ
ま
だ
先
へ
ひ
ろ
が
り
そ
う
で
あ
る
。

註
(

1

)

 

殿
嵩
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
研
究
も
近
年
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

曹
園
慶
・
越
樹
貴
・
劉
良
群
『
駿
嵩
許
停
』
(
上
海
社
倉
科
皐
院
出

版
社
一
九
八
九
年
)

江
西
省
社
禽
科
開
学
院
歴
史
研
究
所
・
江
西
省
分
宜
豚
方
士
山
緋
編
『
巌

嵩
輿
明
代
政
治
』
(
上
海
社
禽
科
泉
院
出
版
社
一
九
八
九
年
〉

張
穎
清
『
巌
嵩
俸
』
(
黄
山
書
佐
一
九
九
二
年
)

曹
関
慶
『
殿
嵩
年
譜
』
(
中
園
人
事
出
版
社
一
九
九
五
年
)

こ
れ
ら
の
書
物
は
山
根
幸
失
致
授
よ
り
借
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(

2

)

不
卒
不
通
と
文
皐
に
つ
い
て
は
拙
者
『
不
卒
の
中
園
文
皐
史
』
(
筑

臨
書
房
一
九
九
六
年
)
に
記
し
た
。

(

3

)

序
文
に
は
お
世
辞
と
い
う
要
素
も
な
い
で
は
な
い
が
、
駿
嵩
は
詩
に

関
し
て
は
賞
際
高
く
評
領
さ
れ
て
い
る
。
銭
採
盆
『
列
朝
詩
集
小
停
』

「
厳
嵩
」
の
僚
で
は
「
わ
た
し
は
殿
嵩
の
詩
を
牧
録
し
た
が
、
嘉
靖
朝

後
牢
の
賂
相
の
中
で
は
ト

ッ
プ
に
位
す
る
」
と
稽
し
て
い
る
(
銭
謙
盆

は
、
殿
嵩
に
敵
射
し
た
王
世
貞
が
き
ら
い
だ
っ
た
と
い
う
要
素
も
あ
る

が
)
。
朱
券
傘
の
『
静
志
居
詩
話
』
俳
句
九
で
も
、

王
世
貞

「
祭
府
獲
」

の
「
孔
雀
は
毒
有
り
と
錐
も
、
文
章
を
掩
う
こ
と
能
は
ず
」
と
い
う
巌

嵩
評
債
の
句
を
「
卒
情
の
論
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
詩
文
の
能
力
を

稽
え
て
い
る
。

(
4
〉
阿
部
隆
一
「
宋
元
版
所
在
日
録
」
(
遺
稿
集
巻
一
)
に
記
載
さ
れ
る

宋
元
版
は
、
経
部
五
回

O
貼
、
史
部
三
四

O
勲
、
子
部
六
六

O
勲
、
集

部
六

O
O黙
で
あ
る
(
い
ず
れ
も
概
数
)
。

(

5

)

拙
稿
「
明
末
、
江
南
に
お
け
る
出
版
文
化
の
研
究
」
角
度
島
大
皐
文

拳
部
紀
要
』
第
五
十
各
特
輯
銃
一
一
九
九
一
年
)
。
そ
の
後
、
宋
代

と
り
わ
け
南
宋
に
あ
っ
て
は
、
か
な
り
の
出
版
の
普
及
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
つ
ま
り
出
版
貼
数
の
上
で
は
南
宋
と
明
末
と
の
二
つ
の
山

が
で
き
る
よ
う
な
形
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
方
向
に
考
え
が
出
炭

化
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(
6
〉
八
十
八
種
の
書
物
は
明
の
内
府
に
波
枚
さ
れ
た
と
い
う
が
、
後
の
清

の
宮
中
に
あ
っ
た
善
本
の
目
録
で
あ
る
『
天
椋
琳
浪
書
目
』
巻
六
に
見

え
る
『
績
文
章
正
宗
』
に
は
「
鈴
山
堂
蔵
書
記
」
そ
の
他
の
印
が
押
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、

鍛
氏
の
蓄
蔵
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
天
水

- 66ー



氷
山
録
』
に
も
「
績
文
章
正
宗
二
部

い
る
。

(
7
〉
大
塚
秀
吉
岡
「
『
紹
綾
一
一
一
笑
』
に
つ
い
て
」

銃
一
九
八
三
年
)
が
あ
る
。

〈
8
)

『
鳴
鳳
記
』
に
つ
い
て
は
、
蘇
安
中
「
閥
於
『
鳴
鳳
記
』
的
作
者
間

題
」
(
『
中
山
大
拳
拳
報
』
一
九
八

O
年
第
一
一
一
期
)
、
李
熔
然
「
従
『
鳴

鳳
記
』
談
到
殿
嵩
的
評
債
問
題
」
(
同
氏
『
明
史
散
論
』
允
長
文
化
寅

業
股
傍
有
限
公
司
一
九
八
七
年
〉
が
あ
る
。

(

9

)

毛
菅
波
古
閣
『
六
十
種
曲
』
に
攻
め
ら
れ
る
『
鳴
鳳
記
』
に
は
、
本

来
作
者
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
民
園
二
十
四
年
(
一

九
三
五
〉
開
明
書
庖
の
排
印
本
で
は
巻
首
に
「
明
王
世
貞
著
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

(
印
)
魯
迅
『
中
園
小
説
史
略
』
第
十
九
篇
「
明
之
人
情
小
設
(
上
)
」
(
一

九
三
五
年
〉
。
呉
陰
「
『
清
明
上
河
園
』
輿
『
金
瓶
梅
』
的
故
事
及
其
桁

獲
」
(
『
清
華
周
刊
』
第
三
十
六
巻
第
四
|
五
期
一
九
一
一
一
一
年
)
、
同

「
『
清
明
上
河
園
』
奥
『
金
瓶
梅
』
的
故
事
及
其
街
愛
・
補
記
」
(
『
清

華
周
刊
』
第
三
十
七
巻
第
九
期
一
九
三
二
年
〉
、
同
「
『
金
瓶
梅
』
的

著
作
時
代
及
某
粧
品
閏
背
景
」
(
『
文
闘
争
季
刊
』
第
一
巻
第
一
期
一
九

三
四
年
)
。
鄭
振
鐸
「
談
金
瓶
梅
詞
話
」
(
『
文
皐
』
第
一
巻
第
一
期

一
九
三
=
一
年
〉
。

(
日
〉
朱
星
『
金
瓶
梅
考
査
』
(
百
花
文
墾
出
版
社

者
王
世
貞
設
を
主
張
し
て
い
る
。

一
十
六
本

723 

元
板
」
と
見
え
て

(
『
中
哲
文
皐
舎
報
』
第
八

一
九
八

O
年
〉
は
作

ハ
ロ
)
貌
子
雲
『
金
瓶
梅
的
問
世
興
演
幾
』
(
時
報
文
化
出
版
事
業
有
限
公

司
一
九
八
一
年
)
第
一
章
第
三
節
「
停
設
玉
世
貞
作
金
瓶
梅
白
最
早

侍
読
者
」
。

〈
日
)
こ
れ
は
も
と
も
と
呉
隣
鈴
氏
が
そ
の
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
(
中
園
祉

舎
科
皐
院
『
中
園
文
闇
宇
史
』
人
民
文
皐
出
版
社
一
九
六
二
年
〉
、
の

ち
に
徐
朔
方
氏
が
「
篤
定
者
」
と
し
て
と
り
あ
げ
ハ
「
『
金
瓶
梅
』
的
篤

定
者
李
開
先
」
『
杭
州
大
曲
学
皐
報
』
第
一
期
一
九
八

O
年
〉
、
日
本

の
日
下
翠
氏
(
「
『
金
瓶
梅
』
作
者
考
」
『
中
文
研
究
集
刊
』
創
刊
説
、

中
園
文
皐
研
究
舎
一
九
八
八
年
〉
、
ま
た
卜
健
氏
が
作
者
に
擬
し
て

お
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
(
『
金
瓶
梅
作
者
李
開
先
考
』
甘
粛
人
民
出
版

社
一
九
八
八
年
〉
。
ま
た
李
開
先
の
戯
曲
『
賓
創
記
』
に
関
し
て
は
、

日
下
翠
「
『
金
瓶
梅
』
と
『
費
剣
記
』
」
(
同
氏
『
中
園
戯
曲
小
説
の
研

究
』
研
文
出
版
一
九
九
五
年
〉
が
あ
る
。

(
日
比
〉
黄
一森
「
『
金
瓶
梅
』
作
者
屠
隆
考
」
(
『
復
旦
皐
報
』
社
曾
科
皐
版

一
九
八
三
年
第
三
期
)
ほ
か
。

(
日
)
例
え
ば
最
も
新
し
く
は
日
下
翠
『
金
瓶
梅
天
下
第
一
の
奇
書
』

(
中
央
公
論
社
一
九
九
六
年
)
第
一
章
。

(
叩
山
)
勝
山
稔
「
北
宋
代
に
お
け
る
著
修
禁
令
の
考
察
|
虞
宗
代
の
金
飾
禁

令
集
中
と
公
私
経
済
に
お
け
る
金
の
集
散
|
」
(
『
東
方
皐
』
第
九
十

二
輯
一
九
九
六
年
〉
、
古
林
森
庚
「
宋
代
の
金
銀
細
工
業
|
金
銀
匠

と
金
銀
鋪
|
」
〈
『
明
石
工
業
専
門
皐
校
研
究
紀
要
』
第
十
五
銃
一

九
七
三
年
)
。

- 67ー



to selectｏ伍cials科畢制. The incorporation of this vast pool of candidates

into the bureaucratic system was an essential requirement in order to

maintain dynastic stability｡

　　　

The Kao-Cha system had advanced ａ solution to this problem by

accelerating the internal metabolism of the bureaucracy via the expulsion of

bureaucrats and implementation of personnel shifts among officialsin office.

The Kao-Man system, on the other hand, contained intrinsic mechanisms

which served to reduce the turnover of bureaucrats―an effect far removed

from its original purpose｡

　　　

In the end, in the attempt to manage the bureaucracy using the Kao-

Cha system, the Ming dynasty was forced to abandon the principle of

3-Kao-9-Nien, and this in turn resulted in the consolidation of the Kao-Cha

system.

　

This was an inevitable occurrence caused by the adoption of an

open bureaucratic structure which could be organically integrated with the

whole society.

ON AND AROUND YAN SONG 巌嵩AND HIS SON ：

　　

WANG SHI-ZHEN 王世貞,　ＪＩＮＰＩＮＧＭＥＩ，　ＥTC.

　　　　　　　　　　　

OKI Yasushi

　　

Yan Song (1480―1567), the powerful prime minister of the Jiaqing

嘉靖(1522―1566), has been portrayed as a villain in various historical and

literary works ever since his downfall in 1562. It was Wang Shi-zhen

(1529―1593), whose father's death was caused by Yan in ａ power struggle

in the court, who contributed greatly to the creation of this negative

portrait.

　　

Ｍｉｎｇ　ｆｅｎｓji、ａ popular play criticizing Yan Song published shortly

after his fall, was commonly attributed to Wang Shi-zhen. Starting in

early Qing 清, Wang was also considered to be the author ｏ{Ｊｉｎｐｉｎｅｍｅｉ

which according to some contemporary critics, was an ｅχpose of Yan's

faction.

　

Thus, in people's minds,･satires of Yan Song were associated

withぺA'^ang Shi-zhen. Moreover, although we cannot be certain about the

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－･2－



authorship o£Ｊｉｎｐｉｎｇｍｅｉ．we know that early manuscripts of the novel

circulated among Wang Shi-zhen's friends. It seems almost certain that

Wang had some connection with the novel.

ON THE CONDITIONS OF FARM TENANCY IN

　　　　　　

SUZHOU蘇州IN THE 192O'S

　　　　　　　　　　　　　　　　

Natsui Haruki

　　　

The aim of this paper is to clarify the ｅχistingconditions, and their

transformation, of farm tenancy in Suzhou in the 192O's. This paper also

aims to make clear the influence of policies implemented in 1927 by the

Nanjing南京Nationalist Government in regard to the conditions of farm

tenancy｡

　　　

After the χinhai 辛亥Revolution, an association of land holders

known as Tianyehui　田業會, which played an important role in the

collection of land tａχ，combined with the local government to create ａ

powerful system to collect farm rents. As the income of landowners

derived from farm rent increased, the amount of tａχincurred with land-

lords was substantially less than previously. As ａ result, in the firsthalf

of the 192O's, the management of landowners in Suzhou was strengthened｡

　　　

The Suzhou area had　not　experienced　any　disorder　during　the

Nationalist

　

Revolution, however, the　establishment of the　Nationalist

Government in Nanjing in 1927 had a great impact on the conditions of

farm tenancy. In adopting the policy of“reduction of farm rent by one

quarter”，the local government sel°vedin effect intervened to assist and

incite peasants who had been exploited by powerful landowners.　The local

government also began to collect more money from landowners to spend

for modernization. After 1927, the system for the collection of farm rents

become partially inoperable, and the struggle between tenants and landlords

became much more intense. At this time, the income of landowners in

general was also reduced.

３－


